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１．事前調査結果（春季）の概要 

(１)調査目的 

環境調査の目的は、掘削区間の生物相の現状を事前に把握し、掘削後の生物相の変化の動向を把握す

ることで、河川環境の保全に役立てることにある. 

掘削前の調査は、これまでに調査を環境調査を実施していない箇所・項目や、昨年10月の出水によっ

て現地の状況が変化している可能性に留意しつつ、掘削区間の環境に関する基礎的な情報（「河川水辺

の国勢調査」レベルの情報）を調査することにより、現状を把握することを目的とする. 

掘削後に行う調査は次年度以降の掘削予定区間全体の中で環境の変化をとらえることを目的とし、調

査区間ごとに多様な環境（場）を選定しデータ採取を行う. 

 

(２)調査項目・日時 

調査項目及び日時は、現時点で以下の通り実施している. 

 

表 事前調査実施項目及び実施日時（春季） 

調査項目 調査日時 調査時間 備考 

植物、相観植生 2005年５月18日～５月21日 昼：9:00～17:00 

2005年５月30日 昼：10:00～14:00 

６月３日 昼：10:00～14:00 

希少植物種子ま

たは株採取 

６月19日 昼：17:00～18:30 

実施済の対応 

カワヂシャ（種子）、フ

サフゲ（種子）、ウマス

ゲ（種子・株）の採取・

保存 

魚介類 2005年６月６日～15日、６月

18日～19日 

昼：8:00～18:00  

2005年５月30日 
昼：10:00～18:00 

夜：18:30～19:00 

５月31日 
朝：5:00～8:00 

昼：8:00～17:30 

６月１日 
朝：4:30～7:00 

昼：7:00～18:00 

鳥類 

６月２日 
朝：5:00～7:00 

昼：7:00～16:00 

 

2005年５月31日 
昼：10:00～18:00 

夜：18:00～21:00 

６月１日 
昼：8:30～18:00 

夜：18:00～21:00 

６月２日 
昼：8:30～18:00 

夜：18:00～21:00 

哺乳類、 

両生類・爬虫類 

６月３日 昼：8:30～17:00 

 

2005年５月23日 
昼：10:00～18:00 

夜：19:00～21:00 

５月24日 
昼：8:30～18:00 

夜：19:00～21:00 

５月25日 昼：8:30～18:00 

昆虫類 

５月26日 昼：8:30～17:00 

 

2005年６月10日～17日、６月

18日～19日 

昼：13:00～15:00 底生動物 

６月29日～30日、７月２日 
昼：9:00～18:00 

 

 

(３)調査区間 

調査地区は、加古川直轄管理区間のうち、以下の５区間、７地域を基本とした｡ 

なお、調査内容ごとの区間の詳細は表のとおりとした｡ 

 

 

表 調査区間及び地点 

 
調査区間名 記号 事業 

陸域 水域 
キロポスト 

陸域
生物

水域
生物

St.1-1 平成18年度以降掘削 ○ ○ 4.0～5.4km ○ ○ 

St.1-2 平成17年度掘削 ○ ○ 5.6～7.2km ○ ○ 

加古川下流部 

St.1-3 平成17年度高木伐採 ○ × 7.2～8.4km ○ × 

平成17年度掘削 ○ ○ 20.6～21.0km ○ ○ 小野市 下大部町 St.2 

平成18年以降掘削 ○ ○ 21.0～21.6km ○ ○ 

平成17年度掘削 ○ ○ 28.8～29.2km ○ ○ 社町 上町 St.3 

平成18年以降掘削 ○ ○ 29.2～29.4km ○ ○ 

平成17年度掘削 ○ ○ 31.0～31.4km ○ ○ 滝野町 河高 St.4 

平成18年以降掘削 ○ ○ 31.4～31.6km ○ ○ 

滝野町 多井田 St.5 平成17年度掘削 ○ ○ 35.4～36.4km ○ ○ 

注）陸域生物：植物、哺乳類、鳥類、両生類・爬虫類、昆虫類  水域生物：魚介類、底生生物 

 

(４.調査方法 

調査方法は、調査対象あるいは調査区間ごとの生物相全般を把握するのに適した一般的手法を用い

た｡ 

各項目別の調査方法は以下のとおりである｡ 

 

表 調査方法 

項目 調査方法 

植物 ・植生図作成調査、群落組成調査、植物相調査 

魚介類 ・投網、タモ網、サデ網、刺網（一枚網）、地引網、小型定置網、はえな

わ・カニカゴ、セルびん、潜水観察 

底生動物 ・定性採集法、定量採集法 

鳥類 ・ラインセンサス法、定点記録法、任意観察法、集団分布地調査 

両生類・爬虫類・哺乳類 （両生類） 

・捕獲確認、目撃法、鳴き声確認 

（爬虫類） 

・捕獲確認、目撃法、フィールドサイン法 

（哺乳類） 

・目撃法、フィールドサイン法、トラップ法、夜間コウモリ調査 

陸上昆虫類 ・任意採集法、スウィーピング法、ビーティング法、ベイトトラップ法、

ライトトラップ法（カーテン法またはボックス法） 

 

(５)調査結果の概要 

1）事前調査結果（春季）の概要について、調査区間別に表にとりまとめた｡ 

2）得られた調査結果のうち、特定種・注目種を選定し、事業による影響、保全対策の必要性等を概略

検討し、配慮事項（案）を表にとりまとめた. 
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特定種・注目種の選定基準は以下のとおりである｡ 

表  特定種・注目種の選定基準 

№ 法律及び文献 選定基準 植物 哺乳類 鳥類 
両生類・ 
爬虫類 

昆虫類 魚類 底生動物 

１ 「文化財保護法」（昭和25年5月30日法律
第214号） 

○特別史跡名勝天然記念物及び史跡名勝天然記念物に指定された動物・植物及び生息
地 
特天：国指定特別天然記念物  国：国指定天然記念物 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

２ 「絶滅のおそれのある野生動植物の種の
保存に関する法律」（平成4年6月5日法律
第75号） 

○種の保存法該当種 
希少種：国内希少野生動植物種  緊急種：緊急指定種 

○生息地等保護区（動物にかかるもの） 
○ ○ ○ ○ ○ ○  

３ 「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生
生物―レッドデータブック―1哺乳類」
（環境省、平成14年） 

○絶滅のおそれのある動物種として選定された哺乳類 
CR：絶滅危惧 IA 類  EN：絶滅危惧 IB 類 
VU：絶滅危惧 II 類  NT：準絶滅危惧 
DD：情報不足     LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

 ○      

４ 「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生
生物―レッドデータブック―2鳥類」（環
境省、平成14年） 

○絶滅のおそれのある動物種として選定された鳥類 
CR：絶滅危惧 IA 類  EN：絶滅危惧 IB 類 
VU：絶滅危惧 II 類  NT：準絶滅危惧 
DD：情報不足     LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

  ○     

５ 「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生
生物―レッドデータブック―3爬虫類・両
生類」（環境省、平成12年） 

○絶滅のおそれのある動物種として選定された爬虫類・両生類 
CR：絶滅危惧 IA 類  EN：絶滅危惧 IB 類 
VU：絶滅危惧 II 類  NT：準絶滅危惧 
DD：情報不足    LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

   ○    

６ 「無脊椎動物（昆虫類、貝類、クモ類、
甲殻類等）のレッドリストの見直しにつ
いて」（環境庁、平成12年） 

○絶滅のおそれのある動物種として選定された昆虫類等 
CR：絶滅危惧 IA 類  EN：絶滅危惧 IB 類 
VU：絶滅危惧 II 類  NT：準絶滅危惧 
DD：情報不足  LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

    ○  ○ 

７ 「改訂・日本の絶滅のおそれのある野生
生物―レッドデータブック―4汽水・淡水
魚類」（環境省、平成15年） 

○絶滅のおそれのある動物種として選定された汽水・淡水魚類 
CR：絶滅危惧 IA 類  EN：絶滅危惧 IB 類 
VU：絶滅危惧 II 類  NT：準絶滅危惧 
DD：情報不足    LP：絶滅のおそれのある地域個体群 

     ○  

８ 「日本の希少な野生水生生物に関するデ
ータブック」（水産庁編、平成10年） 

○日本200海里内の水面及び陸水域に生息する希少な水生生物 
危惧：絶滅危惧種  危急：危急種 
希少：希少種    減少：減少種 
傾向：減少傾向にある種   地域：地域個体群 

○ ○ ○ ○  ○ ○ 

９ 「改訂・近畿地方の保護上重要な植物―
レッドデータブック近畿2001―」（レッド
データブック近畿研究会、平成13年） 

○近畿地方に生育する野生植物 
絶滅種：近畿地方では絶滅したと考えられる種類 
絶滅危惧種 A：近い将来における絶滅の危険性が極めて高い種類 
絶滅危惧種 B：近い将来における絶滅の危険性が高い種類 
絶滅危惧種 C：絶滅の危険性が高くなりつつある種類 
準絶滅危惧種：生育条件の変化によっては、「絶滅危惧種」に移行する要素をもつ種

類 

○       

１０ 「近畿地区鳥類レッドデータブック」（江
崎・和田編著、平成14年） 

○近畿地方において絶滅のおそれのある鳥類として選定された種 
繁：繁殖個体群の判定  越：越冬個体群の判定 
通：通過個体群の判定  滞：夏季滞在個体群の判定 
危機：危機的絶滅危惧  絶危：絶滅危惧  準絶：準絶滅危惧 
－：特に危険なし 

要注目：特に危険なしと判定された種のうち、今後の動向に注目する必要がある種 

  ○     

１１ 「改訂・兵庫の貴重な自然－兵庫県版レ
ッドデータブック2003」（兵庫県、平成15
年） 

○兵庫県下の貴重な自然として選定された生物 
今見られない：兵庫県内での確認記録、標本があるなどかつては生育・生息していた

と考えられるが、現在は見られなくなり、生息・生育の可能性がない
と考えられる種 

Ａランク： 兵庫県内において絶滅の危機に瀕しているなど緊急の保全対策、厳重な
保全対策の必要な種 

Ｂランク： 兵庫県内において絶滅の危機に瀕している種など、極力生息環境、自生
地などの保全が必要な種 

Ｃランク：兵庫県内において存続基盤が脆弱な種 
要注目種：最近減少の著しい種、優れた自然環境の指標となる種などの貴重種に準ず

る種 
準絶滅危惧種：兵庫県内において存続基盤が脆弱な種 
地域限定種：兵庫県全域で見ると貴重とは言えないが、兵庫県内の特定の特定の地域

においてはＡ、Ｂ、Ｃ、要注目のいずれかのランクに該当する程度の
貴重性を有する種 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

注）上記基準以外に、加古川の生物相を特徴づける代表的な種として、注目種（ヌマムツ）を掲げた. 
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事前調査結果の概要 

区間名 № 
 

環境特性 生物からみた重要な要件（環境・箇所・種等）等 分類 
配慮を要する 

特定種 

植物 カワヂシャ 

植物 ウマスゲ 

植物 フサスゲ 

植物 サイカチ 

魚類 カネヒラ 

魚類 カワアナゴ 

鳥類 （ササゴイ） 

陸域 

・ 水際は砂礫河原が広がる 

・ 中州に帯状分布するヤナギ高木林と、

一年生草本、抽水植物を中心とした草

本群落が広がる 

・ 高水敷の大部分は河川公園 

・ ＪＲ加古川線～加古川堰堤のワンド

形状 
鳥類 （コチドリ） 

鳥類 （イソシギ） 

鳥類 （オオヨシキリ） 
底生動物 クロダカワニナ 
底生動物 ﾄﾝｶﾞﾘｻｻﾉﾊｶﾞｲ 

加古川下流部 
St.1-1～

St.1-3 

水域 

・ 大部分は止水もしくは流れの緩やか
な場所（Ｄ型淵） 

・ 規模の大きな瀬は下流側に1箇所見ら

れるのみ 

植物     ：中州のまとまったヤナギ高木林、ＪＲ加古川線～加古川堰堤のワンド形状地にみられ

るカワヂシャ群生、西川合流部の上流部に成立するスゲ群落が特徴的である｡ 

魚介類    ：瀬や緩流部の抽水植物生育箇所は魚類の産卵場所、緩流部の抽水植物生育箇所、ヤナ

ギの枝に被陰された水面は稚魚の生息場所｡タナゴ類の産卵母貝である二枚貝は水路

流入部に多く、ＪＲ加古川線～加古川堰堤のワンド形状でも散見される｡ 

哺乳類    ：生息環境の重要な要件は特にないと判断される。 

鳥類     ：中洲や河岸の草地はセッカ､オオヨシキリの繁殖地、餌場.水際の砂礫地はサギ類､コ

チドリの餌場､休息地となっている｡ 

両生類・爬虫類：ワンド形状は､シマヘビの採餌場所かつクサガメ､イシガメの主要な生活場所である。 

昆虫類    ：ヤナギ林は樹上昆虫の生息環境である。ツルヨシなどの草地はジュウサンホシテント

ウの生息環境として広く分布する。ＪＲ加古川線～加古川堰堤のワンドは止水性のト

ンボ類の生息環境となっている｡ 

底生動物   ：水路流入部はイシガイ科の二枚貝類の生息密度が高い。水際部はクロダカワニナの生

息環境。 
底生動物 ミゾレヌマエビ 

植物 フサスゲ 

植物 サイカチ 陸域 
・ 樹林、草地、湿地等多様な植生が成立 

・ 水際に砂礫河原が帯状分布 
魚類 アカザ 

魚類 ヌマムツ 

鳥類 （コチドリ） 

鳥類 （オオヨシキリ） 
底生動物 クロダカワニナ 
底生動物 ﾄﾝｶﾞﾘｻｻﾉﾊｶﾞｲ 
底生動物 ミゾレヌマエビ 

小野市 下大部町 St.2 

水域 

・ 大部分は止水もしくは流れの緩やかな

場所で上流端に規模の大きな瀬が存在 

 

植物     ：凹地に成立する湿性草地が特徴的であり、特定種が複数みられる。｡ 

魚介類    ：散見される瀬や止水､緩流部の抽水植物生育箇所は魚類の産卵場所や稚魚の生息場所 

哺乳類    ：生息環境の重要な要件は特にないと判断される。 

鳥類     ：砂礫地はサギ類の餌場・休息地及びコチドリ、イカルチドリのも繁殖地、餌場。 

両生類・爬虫類：高茎草地及び水溜りは､トノサマガエル､ヌマガエルの産卵場所を含めた主要な生活場

所となっている。 

昆虫類    ：アベマキ林などの河道内樹林は森林性昆虫の主要な生息環境となっており、調査地中

では他にない。 

底生動物   ：瀬は、流水性の水生昆虫の生息場所である。抽水植物生育箇所は、ヨコミゾドロムシ

の生息場所となっている可能性あり。内岸側の細流・止水は止水性種がみられる。 底生動物 ヨコミゾドロムシ 

鳥類 （コチドリ） 

魚類 ヤリタナゴ 陸域 

・ 樹林は竹林のみ.概ね草地が分布して

いる単調な植生が成立 

・ 寄洲に広い砂礫河原 

社町 上町 St.3 

水域 
・ 全域が止水域で水深が深い場所で3m

以上 

植物     ：生育環境の重要な要件は特にないと判断される。 

魚介類    ：緩流部の抽水植物生育箇所は魚類の産卵場所や稚魚の生息場所。 

哺乳類    ：堆砂地基盤の寄州は中型哺乳類（キツネ）の主要な生息場所となっている。 

鳥類     ：寄洲の砂礫河原はシギ・チドリ類の繁殖地・餌場.草地はセッカの繁殖地・餌場。 

両生類・爬虫類：生息環境の重要な要件は特にないと判断される。 

昆虫類    ：生息環境の重要な要件は特にないと判断される。 

底生動物   ：止水､緩流部の草本類が抽水状態で生育する場所は､エビ類、マキガイ類、水生昆虫類が特に多
く生息。 

底生動物 クロダカワニナ 

魚類 アカザ 
陸域 

・ 草地のみの単調な植生が成立 

・ 水際に砂礫河原が帯状分布 

滝野町 河高 St.4 

水域 
・ 大部分は止水もしくは流れの緩やか

な場所で規模の大きな瀬は3箇所 

植物     ：生育環境の重要な要件は特にないと判断される。 

魚介類    ：緩流部の抽水植物生育箇所は魚類の産卵場所や稚魚の生息場所。 

哺乳類    ：生息環境の重要な要件は特にないと判断される。 

鳥類     ：寄洲の砂礫河原はシギ・チドリ類の繁殖地・餌場.草地はセッカの繁殖地・餌場。 

両生類・爬虫類：加古川、千鳥川合流のワンド形状は、クサガメの主要な生活場所。 

昆虫類    ：生息環境の重要な要件は特にないと判断される。 

底生動物   ： 調査区間に見られる瀬は､カゲロウ類やトビケラ類等の水生昆虫類の主要な生息場所

となっている。止水､緩流部の水際は､ホンサナエ等の生息場所となっている。 

鳥類 （コチドリ） 

植物 カワヂシャ 

魚類 アカザ 
陸域 

・ 左岸の急傾斜地に成立する帯状の竹

林 

・ 河床及び河岸の岩盤 

・ 小規模な砂礫河原 
滝野町 多井田 St.5 

水域 
・ 大部分は止水で、小規模な早瀬・平瀬

が分布 

植物     ：砂礫地（中州・寄州）にカワヂシャの生育場所がある。 

魚介類    ：瀬はアカザ、ヌマムツなどの生息環境のほか、小型魚類の産卵場所と考えられる。 

哺乳類    ：生息環境の重要な要件は特にないと判断される。 

鳥類     ：砂礫河原はシギ・チドリ類の繁殖地､サギ類の餌場。右岸側の草地ではカワセミの餌

場。左岸側竹林はサギ類のコロニーがある。 
両生類・爬虫類：河岸の竹林は、アオダイショウの主要な生活場所。 

昆虫類    ：アオサナエ成虫の産卵が確認されるなど、中上流域の河川環境が存在する。 

底生動物   ：調査区間に見られる瀬は､カゲロウ類、トビケラ類などの水生昆虫類の主要な生息環

境となっている。緩流部は、ホンサナエの生息場所となっている。 

鳥類 （イソシギ） 

注）配慮を要する特定種： 

1）    バックシェードは、本調査において当該区間のみで確認された種を示す。 

 2）（   ）内の種は、事業特性からみて基本的に効果的な保全対策がないと想定される。 
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地区別の事前調査結果の概要（春季）(1)-1 

1.加古川下流部 
特定種・注目種 

国調 項目 主な確認種 
種名 

確認状況 

(分布・数・利用・行動等) 第１回第２回第３回

調査結果の概要 生物からみた重要な要件（環境・箇所・種等）等 

カワヂシャ 砂礫河原､堆砂地に多数点在 × ○ ○

フサスゲ 
河岸､ヤナギ林林床に2箇所（各3個体､

17個体）､計20個体 
○ ○ ○

ウマスゲ 湿性堆砂地4箇所で多数の個体 × × ×

植物相・植生 オオタチヤナギ､ジャヤナギ､セイヨウ

カラシナ､サイカチ､イヌコモチナデシ

コ､ナギナタガヤ､カワヂシャ､カモジ

グサ､ネズミムギ､クサヨシ､オオカワ

ヂシャ､ヘラバヒメジョオン､スイバ､

ヨモギ､ヘラオオバコ､ハルガヤ､カワ

ラマツバ､フサスゲ､ウマスゲ 
サイカチ 加古川堰堤付近で2個体 × ○ ○

・ 確認種54科203種 

・ 高水敷に広がる多年生草本群落 

・ 出水によって増加した砂礫河原 

・ 人為圧を受けていない地域の大部分を占める一年生草本

群落 

・ 中州に帯状分布するヤナギ高木林 

・ ＪＲ加古川線～加古川堰堤のワンド形状 

・ 西川合流部の上流部に成立するスゲ群落 

・ 中州のヤナギ高木林は調査区間の中では規模の大きいまとま

ったヤナギ群落である。 

・ ＪＲ加古川線～加古川堰堤のワンド形状は現在は水際植生が

貧弱であるが､複雑なエコトーンが形成されうる地域である。

カワヂシャ群生を確認。 

・ 西川合流部付近は湿性植物が多い。ウマスゲ生育地。 

 

アブラボテ ワンドで1個体 × × ×

カネヒラ ワンドで6個体 ○ ○ ○

ウキゴリ ワンド、支川合流部等5箇所17個体 × ○ ○

カワアナゴ 河岸付近1箇所で1個体 × ○ ○

ヌマムツ 本川及びワンドの2箇所で計16個体 × × ○

カワヒガイ ワンドで1個体 ○ ○ ○

魚介類 コイ､ギンブナ､オイカワ､ヌマムツ､モ

ツゴ､カマツカ､コウライニゴイ､コウ

ライモロコ､ギギ､アユ､ブラックバス､

アブラボテ､カネヒラ､ウキゴリ､カワ

アナゴ､カワヒガイ 

コウライモロコ 
本川、ワンド、支川合流部等で計2392

個体 
○ ○ ○

・ 確認種9科33種 

・ 大部分は止水もしくは流れの緩やかな場所（Ｄ型淵） 

・ 規模の大きな瀬は下流側に1箇所見られるのみであり､他

は水路流入部などに小規模な瀬が見られる程度 

・ 瀬は水深が30cm 程度までと浅く､河床材料は砂礫止水､緩

流域は水深が深い場所で2m以上､河床材料は大部分が砂泥 

・ 中～下流域に生息するコイ科魚類が多い 

・ タナゴ類が複数種（アブラボテ、カネヒラ）確認された。 

 

・ 調査区間に散見される瀬は､アユやオイカワなどの産卵場所と

なっている可能性あり。 

・ 止水､緩流部の草本類が抽水状態で生育する場所は､コイ､フナ

類の産卵場所となっている可能性あり。 

・ 止水､緩流部の浅瀬で稚魚が群泳している状況を確認.特に水

際にヤナギ類が生育し､日陰となる場所や､草本類が抽水状態

で生育する場所で稚魚を多数確認。 

・ タナゴ類に代表される、河川下流域の魚類生息環境（緩流域）

がある。 

 

クロダカワニナ 水際の水深の浅い場所で計29個体 ○ × ○

コシダカヒメモノアラ

ガイ 
水際の水深の浅い場所で1個体 × × ○

モノアラガイ 
ワンドや水際の水深の浅い場所で計4

個体 
○ ○ ×

トンガリササノハガイ 水路流入部を中心に計18個体 ○ × ○

イシガイ科（マツカサガ

イ類） 
水路流入部で2個体 × × ×

ヒラテテナガエビ 加古川堰堤の魚道で3個体 × × ×

ミゾレヌマエビ 水際を中心に計21個体 × ○ ○

底生動物 イシマキガイ､クロダカワニナ､チリメ

ンカワニナ､トンガリササノハガイ、イ

シガイ、テナガエビ、ミゾレヌマエビ、

ミナミヌマエビ、スジエビ、イシガイ

科（マツカサガイ類）、クロベンケイガ

ニ、コシダカヒメモノアラガイ、モノ

アラガイ、ヒラテテナガエビ、 

クロベンケイガニ 下流側水際部で1個体 ○ × ×

・ 確認種40科68種 

・ 大部分は止水もしくは流れの緩やかな場所（Ｄ型淵） 

・ 規模の大きな瀬は下流側に1箇所見られるのみであり､他

は水路流入部などに小規模な瀬が見られる程度 

・ 瀬は水深が30cm 程度までと浅く､河床材料は砂礫止水､緩

流域は水深が深い場所で2m以上､河床材料は大部分が砂泥 

・ 河川の下流域に生息する貝類や甲殻類が多い 

 

・ 河川の下流域が分布の中心となるクロダカワニナは、水際の各

所に生息。 

・ タナゴ類の産卵母貝となるイシガイ科の二枚貝（トンガリササ

ノハガイ、マツカサガイ類、イシガイ、ドブガイ）は水路流入

部で、生息密度が高い。これらの分布の中心は、流入する支流

や水路と考えられる。 

・ 緩流域、ワンド部、支川流入口などに多様な貝類が生息する。

 

ササゴイ 8個体､砂礫地や水面で休息､採餌 ○ ○ －

チュウサギ 2個体､砂礫地や水面で休息､採餌 ○ ○ －

オシドリ 1個体､水面で休息 ○ × －

ミサゴ 1個体､河川上空を飛翔 ○ ○ －

コチドリ 
18個体､砂礫地で休息､採餌､繁殖の可

能性あり 
○ ○ －

カワセミ 1個体､草地内で休息 ○ ○ －

イソシギ 2個体､砂礫地で休息､採餌 ○ ○ －

オオヨシキリ 14個体､草地で繁殖行動（さえずり） ○ ○ －

鳥類 ササゴイ､チュウサギ､ オシドリ､ミサ

ゴ､スズメ､ムクドリ､ツバメ､ドバト､

ハシボソガラス､ヒバリ､セッカ､オオ

ヨシキリ､ホオジロ､カワラヒワ､カワ

ウ､アオサギ､コチドリ､イカルチドリ､

カワセミ､イソシギ､ 

 

 

セッカ 16個体､草地で繁殖行動（さえずり） ○ ○ －

・ 確認種22科38種 

・ 人家周辺に生息する種が多くを占め､繁殖行動も確認され

た. 

・ 河川公園の草地や中洲ではヒバリ､セッカ､オオヨシキリ

といったヨシ原や草地に生息する種が多く､繁殖行動も確

認された 

・ 河川や干潟など水辺環境に生息するサギ類やカワウも中

洲や砂礫河原で確認されており､比較的個体数も多い 

・ 中洲や砂礫河原ではシギ・チドリ類が確認され､巣の確認

はできなかったが繁殖している可能性が高いと考えられ

る 

・ 調査区間外の下流部（古新堰提）では冬鳥であるが越夏も

しくは渡り途中の個体と考えられる種も確認された 

・ 古新堰提上流側の中洲と高砂市上水第2取水口付近の草地では

セッカ､オオヨシキリが繁殖､餌場として利用。砂礫地ではサギ

類､コチドリが餌場､休息地として利用。 

・ 加古川河川敷緑地（米田地区）付近の草地ではオオヨシキリが

繁殖。砂礫地ではサギ類が餌場､休息地として､コチドリが繁

殖､餌場として利用。 

・ 加古川橋の中洲の砂礫地ではコチドリが繁殖､餌場として利

用。 

・ ＪＲ加古川線～加古川堰堤のワンド形状の草地ではセッカが

繁殖､餌場として利用。砂礫地ではササゴイが餌場､休息地とし

て､コチドリが繁殖､餌場として利用。 

・ 新加古川橋の中洲の砂礫地ではコチドリ､イカルチドリが繁

殖､餌場として利用。 

 

※注１）国調：当該地区における過年度の河川水辺の国勢調査における記録の有無  ○：記録あり  ×：記録なし  －：当該区間における調査は実施されていない 

 注２）主な確認種中、下線   の種は特定種・注目種であることを示す 
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地区別の事前調査結果の概要（春季）(1)-2 

 

1.加古川下流部 
特定種・注目種 

国調 項目 主な確認種 
種名 

確認状況 

(分布・数・利用・行動等) 第１回第２回第３回

調査結果の概要 生物からみた重要な要件（環境・箇所・種等）等 

鳥類  

     

 ・ 左岸側河川敷緑地付近の寄洲の砂礫地ではコチドリ､イカルチ

ドリが繁殖､餌場として利用。草地ではオオヨシキリが繁殖､餌

場として利用。 

・ 加古川水管橋付近の寄洲の草地ではオオヨシキリ､セッカが繁

殖､餌場として利用。 

・ 調査区間最上流部左岸側の寄洲の草地ではオオヨシキリ､セッ

カが繁殖､餌場として利用。砂礫地ではコチドリが繁殖､餌場と

して利用。 

・ 調査区間全域の砂礫河原や水位の低い所ではサギ類が餌場､休

息地として利用。 

 

両生・爬虫 

・哺乳類 

コウベモウラ､コウモリ（翼手）目の一

種､ハツカネズミ､ヌートリア､クサガ

メ､イシガメ､ミシシッピアカミミガ

メ､シマヘビ､アマガエル､ヌマガエル､

ウシガエル 

なし なし 
な

し

な

し

な

し

・ 確認種は哺乳類4目5科5種､両生類1目2科3種､爬虫類2目2

科4種 

・ 特定種は確認されなかった. 

・ 外来種はヌートリア（哺乳類）､ウシガエル（両生類）､

ミシシッピアカミミガメ（爬虫類）の3種 

・ 加古川橋下流寄洲のワンド形状は､シマヘビの採餌場所になっ

ていると考えられる. 

・ 加古川橋付近中州のワンド形状及び水溜りは､クサガメ､イシ

ガメの主要な生活場所になっていると考えられる. 

陸上昆虫類等 アオモンイトトンボ､クロイトトンボ､

ハグロトンボ､ヤマサナエ､ギンヤン

マ､シオカラトンボ､アメンボ､ハンノ

ヒメコガネ、ミズギワアメツキ類、バ

バヒメテントウ、ジュウサンホシテン

トウ､モンキチョウ､モンシロチョウ､

ベニシジミ､キタテハ､コムラサキ 

ジュウサンホシテントウ 
4個体､河岸など草地のヨシ生育地で確

認 
○ ○ ○

・ 確認種は106科245種 

・ 目撃種の多くは草地性のチョウ類であった. 

・ ワンドではクロイトトンボ､ギンヤンマなどの止水性のト

ンボ類やアメンボが確認された 

・ ヤナギ林では未熟期を樹林で過ごすヤマサナエ､ハグロト

ンボや､ヤナギを寄主植物とするコムラサキが確認された 

・ 河川公園の草地などで､特定種のジュウサンホシテントウ

が確認された 

・ 中州や寄洲に成立するヤナギ林は樹上昆虫の生息環境となっ

ていると考えられる。 

・ オオヨシキリの繁殖地となっている草地（ツルヨシ等）はジュ

ウサンホシテントウの生息環境となっていると考えられる。 

・ 加古川水道管下流左岸の寄洲に成立するワンドは止水性のト

ンボ類の生息環境となっていると考えられる。 

※注１）国調：当該地区における過年度の河川水辺の国勢調査における記録の有無  ○：記録あり  ×：記録なし  －：当該区間における調査は実施されていない 

 注２）主な確認種中、下線   の種は特定種・注目種であることを示す 
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地区別の事前調査結果の概要（春季）(2) 

2.小野市下大部町 
特定種・注目種 

国調 項目 主な確認種 
種名 

確認状況 

(分布・数・利用・行動等) 第１回第２回第３回

調査結果の概要 生物からみた重要な要件（環境・箇所・種等）等 

カワヂシャ 砂礫地で4箇所､計8個体 × ○ ○

フサスゲ 
ヤナギ林林床及び林縁で3箇所（5個体､15

個体､4個体）､計24個体 
× × ○

植物相・植生 オオタチヤナギ､ジャヤナギ､ハリエン

ジュ､アキニレ､セイヨウカラシナ､サ

イカチ､カワヂシャ､オオカワヂシャ､

オギ､ツルヨシ､カモジグサ､ネズミム

ギ､クサヨシ､ネザサ､ノイバラ､マダ

ケ､アゼナルコ､シロネ､フサスゲ 
サイカチ 砂礫地､ササ群落内で7箇所､計13個体 ○ ○ ×

・ 確認種44科144種 

・ 多様な植生の成立 

・ 面積割合の高い樹林域 

・ パッチ状に成立する様々な多年生草本群落 

・ ツルヨシ群落が消失し､砂礫河原が増加 

・ 冠水頻度の高い地域の大部分を占める一年生草本群落 

・凹地に成立するスゲ群落 

・ 凹地に成立するスゲ群落はまとまった面積をもつ湿性草地で

ある。 

・ 内岸側に、樹林と多年生草本群落による多様なモザイク状の植

生がが成立。 

・ 調査地中でサイカチの分布数・生育個体数が最も多い（ただし

水際部では根返りする。） 

アブラボテ 下流側護岸沿いで1個体 × ○ ○

ドジョウ 下流側緩流部で3個体 × ○ ○

アカザ 瀬で1個体 × × ○

メダカ 区間中央部護岸沿いで1個体 × ○ ○

ヌマムツ 淵、瀬等緩流部 4箇所で計12個体 × × ○

魚介類 コイ､アブラボテ､タイリクバラタナ

ゴ､オイカワ､ヌマムツ､カマツカ､コウ

ライニゴイ､コウライモロコ､スジシマ

ドジョウ中型種､ギギ､ブルーギル､ド

ジョウ､アカザ､メダカ 

コウライモロコ 淵、瀬等緩流部で計125個体 × × ○

・確認種10科25種 

・大部分は止水もしくは流れの緩やかな場所 

・上流端に規模の大きな瀬が存在 

・瀬は水深が平均で50cm 程度､河床材料は礫と岩盤 

・止水､緩流域は水深が深い場所で2m 以上､河床材料は大部分

が砂泥 

・中～下流域に生息するコイ科魚類が多い 

・ 調査区間に散見される瀬は､アユやオイカワなどの産卵場所と

なっている可能性あり。また早瀬にかけてアカザが生息。 

・ 止水､緩流部の草本類が抽水状態で生育する場所は､コイ､フナ

類の産卵場所となっている可能性あり。 

・ 止水､緩流部の浅瀬で稚魚が群泳している状況を確認.特に草

本類が抽水状態で生育する場所周辺で稚魚を多数確認. 

・ みお筋～水際にかけて、ヌマムツ、コウライモロコが広く分布。

クロダカワニナ 左岸河川敷に見られる池で1個体 ○ × ○

ヒメマルマメタニシ 水路流入部付近の植物が生育する場所で

2個体 
× × ×

トンガリササノハガイ 左岸河川敷に見られる池で34個体 ○ × ×

ミゾレヌマエビ 下流側右岸水際で5個体 × × ×

マダラコガシラミズム

シ 

水路流入部付近の植物が生育する場所で

1個体 
× × ×

底生動物 ドブガイ、トンガリササノハガイ、ミ

ナミヌマエビ、キイロカワカゲロウ、

オオシマトビケラ、ヒゲナガカワトビ

ケラ、クロダカワニナ、ヒメマルマメ

タニシ、ミゾレヌマエビ、マダラコガ

シラミズムシ、ヨコミゾドロムシ 

ヨコミゾドロムシ 水路流入部付近の植物が生育する場所で

1個体 
× × ×

・確認種38科62種 

・大部分は止水もしくは流れの緩やかな場所 

・上流端に規模の大きな瀬が存在 

・瀬は水深が平均で50cm 程度､河床材料は礫と岩盤 

・止水､緩流域は水深が深い場所で2m 以上､河床材料は大部分

が砂泥 

・中～下流域に生息する貝類やエビ類の他、礫底の瀬に生息す

るシマトビケラ類やヒゲナガカワトビケラ、河川の緩流部に

生息するキイロカワカゲロウ等が多い 

 

・ 調査区間に見られる瀬は､トビケラ類などの流水性の水生昆虫

の生息場所となっている。 

・ 抽水植物の生育する細流・止水・水際は、多様なエビ・貝類・

止水性昆虫の生息環境である。 

・ 草本類が抽水状態で生育する場所は､ヨコミゾドロムシの生息

場所となっている可能性あり。 

・ 流入する水路及びその上流側の池を中心に、ヒメマルマメタニ

シが生息している可能性あり。 

 

チュウサギ 4個体､砂礫地や水面で休息､採餌 ○ ○ －

ミサゴ 1個体､河川上空を飛翔 ○ ○ －

コチドリ 5個体､砂礫地で休息､採餌 ○ ○ －

ホトトギス 2個体､竹林内でさえずり ○ × －

カワセミ 2個体､左岸側の樹林際や水面を飛翔 ○ ○ －

オオヨシキリ 6個体､草地で繁殖行動（さえずり） ○ ○ －

鳥類 ミサゴ､スズメ､ホオジロ､ウグイス､ツ

バメ､ホトトギス､ドバト､ムクドリ､ヒ

ヨドリ､カワウ､アオサギ､ダイサギ､チ

ュウサギ､キジバト､オオヨシキリ､セ

ッカ､コチドリ､イカルチドリ､カワセ

ミ､コシアカツバメ､アオバト 

セッカ 
7個体､草地で繁殖行動（ディスプレイ飛

翔） 
○ ○ －

・ 確認種19科34種 

・ 調査区間外の下流部の屋形排水桶門近くにカワセミの古

巣が確認された. 

・ 草地や耕作地に生息する種が多くを占め､繁殖行動も確認

された. 

・ 河川や干潟など水辺環境に生息するサギ類やカワウが調

査区間全域の砂礫河原や水位の低い所で確認された 

・ 砂礫河原ではシギ・チドリ類が確認された 

・ 左岸側の竹林ではホトトギスも確認された 

・ 河川上空を飛翔するミサゴが確認された 

・ 屋形排水桶門付近の土の切り崩されている所にカワセミの古

巣あり。 

・ 調査区間左岸側の寄洲の砂礫地では多数のサギ類が餌場､休息

地として利用。また､コチドリ､イカルチドリも繁殖､餌場とし

て利用。 

・ 調査区間左岸側最上流部の草地ではオオヨシキリが繁殖､餌場

として利用。 

・ 調査区間全域の砂礫河原や水位の低い所ではサギ類､カワウが

餌場､休息地として利用。 

 

 

両生・爬虫 

・哺乳類 

コウモリ（翼手）目の一種､ヌートリア､

タヌキ､アマガエル､トノサマガエル､

ヌマガエル､クサガメ 
なし なし 

な

し

な

し

な

し

・ 確認種は哺乳類3目3科3種､両生類1目2科3種､爬虫類1目1

科1種 

・ 特定種は確認されなかった 

・ 外来種はヌートリア（哺乳類）1種 

・ 神戸電鉄鉄橋下流寄洲の樹林､高茎草地及び水溜りは､トノサ

マガエル､ヌマガエルの産卵場所を含めた主要な生活場所にな

っていると考えられる.また､水溜りはクサガメにとっても主

要な生活場所になっていると考えられる。 

陸上昆虫類等 シオカラトンボ､コシアキトンボ､トゲ

ヒシバッタ､ヤコンオサムシ、ミズギワ

ゴミムシ類、ベニカミキリ､シロスジカ

ミキリ､コマルハナバチ、クロアゲハ､

ナミアゲハ､スジグロシロチョウ､ベニ

シジミ､キタテハ､コムラサキ､コチャ

バネセセリ 

なし なし 
な

し

な

し

な

し

・確認種は97科258種 

・ 目撃種の多くは草地性のチョウ類など草地性の種が多か

ったが､クロアゲハ､シロスジカミキリなどの樹林性の種

も確認された 

・ 湿性草地上空では樹林性のコシアキトンボが確認された 

・ ヤナギ林ではヤナギを寄主植物とするコムラサキが確認

された 

・ 調査地左岸のアベマキの高木林などの樹林は森林性昆虫の主

要な生息環境となっていると考えられる。 

・ 出現種の構成からみて、長期間森林として存在していることが

伺える。 

 

※注１）国調：当該地区における過年度の河川水辺の国勢調査における記録の有無  ○：記録あり  ×：記録なし  －：当該区間における調査は実施されていない 

 注２）主な確認種中、下線   の種は特定種・注目種であることを示す 

2-6 



地区別の事前調査結果の概要（春季）(3) 

3.社町上田～滝野町河高 
特定種・注目種 

国調 項目 主な確認種 
種名 

確認状況 

(分布・数・利用・行動等) 第１回第２回第３回

調査結果の概要 生物からみた重要な要件（環境・箇所・種等）等 

植物相・植生 セイヨウカラシナ､カワヂシャ､オギ､

カモジグサ､ネズミムギ､ネザサ､ノイ

バラ､マダケ､クズ 
カワヂシャ 砂礫地､竹林内で2箇所､計6個体 × × ×

・ 確認種34科88種 

・ 比較的単純な植生分布 

・ 樹林は竹林のみ 

・ 広い砂礫河原 

・ カワヂシャの分布は確認されたが、典型的な生育環境ではな

く、生育環境の重要な要件は特にないと判断される。 

 

アブラボテ 下流側護岸沿いで1個体 × × ○

メダカ 
草本類が抽水状態で生育する場所で1

個体 
× ○ ○

ヌマムツ 下流側緩流部で計2箇所5個体 × × ○

ヤリタナゴ 
草本類が抽水状態で生育する場所で3

個体 
× ○ ○

アブラハヤ 
草本類が抽水状態で生育する場所で3

個体 
× × ○

魚介類 コイ､アブラボテ､ヤリタナゴ､フナ属

の一種､オイカワ､ヌマムツ､カマツカ､

コウライニゴイ､アブラハヤ､コウライ

モロコ､メダカギギ､ナマズ､ブルーギ

ル 

コウライモロコ 緩流部で110個体 × ○ ○

・ 確認種7科21種 

・ 調査区間全域が止水域 

・ 止水域は水深が深い場所で3m 以上､河床材料は大部分が砂

泥 

・ 中～下流域に生息するコイ科魚類が多い 

 

・ 止水､緩流部の草本類が抽水状態で生育する場所は､コイ､フナ

類の産卵場所となっている可能性あり。 

・ 止水､緩流部の浅瀬で稚魚が群泳している状況を確認.特に草

本類が抽水状態で生育する場所周辺で稚魚を多数確認。 

・ 河岸付近に抽水植物の存在する湖は、多くの魚種や底生動物が

みられる。 

・ 平瀬や早瀬にアカザが生息。 

 

クロダカワニナ 草本類が抽水状態で生育する場所で32

個体 
○ × ○

オオトゲエラカゲロウ 水際で5個体 × × ×

ホンサナエ 植物が水に浸かっている場所で1個体 × × ×

底生動物 クロダカワニナ、ミナミヌマエビ、キ

イロカワカゲロウ、ダビドサナエ属の

一種、コオニヤンマ、ユスリカ属の一

種、ヒメガムシ、オオトゲエラカゲロ

ウ、ホンサナエ、コオイムシ 
コオイムシ 草本類が抽水状態で生育する場所で5

個体 
× × ×

・ 確認種33科45種 

・ 調査区間全域が止水域 

・ 止水域は水深が深い場所で3m 以上､河床材料は大部分が砂

泥 

・ 中～下流域の流れの緩やかな場所に生息する貝類、エビ

類、水生昆虫類が多い 

 

・ 止水､緩流部の草本類が抽水状態で生育する場所は､エビ類、マ

キガイ類、水生昆虫類が特に多く生息。 

 

チュウサギ 2個体､砂礫地や水面で休息､採餌 ○ × －

ミサゴ 2個体､右岸側の広葉樹林上空を飛翔 ○ × －

コチドリ 

3個体､砂礫地で休息､採餌､繁殖を示唆

する行動（ディスプレイ飛翔､上空を飛

翔し警戒） 

○ × －

アオアシシギ 2個体砂礫地で休息､採餌 × × －

鳥類 チュウサギ､ミサゴ､ツバメ､スズメ､ヒ

バリ､ホオジロ､コチドリイカルチド

リ､ハシボソガラス､ヒヨドリ､コゲラ､

ムクドリ､キジ､カルガモ､トビ､カワ

ウ､コゲラ､アオアシシギ､カワセミ 

カワセミ 3個体､右岸側の樹林際や砂礫地で休息 ○ × －

・ 確認種22科30種 

・ 草地や耕作地に生息する種が多くを占め､繁殖行動も確認

された. 

・ 河川や干潟など水辺環境に生息するサギ類やカワウが調査

区間全域の砂礫河原や水位の低い所で確認された 

・ 砂礫河原ではシギ・チドリ類､カワセミが確認された 

・ 右岸側の広葉樹林ではホトトギス､ミサゴが確認された 

・ 調査区間左岸側の寄洲の砂礫河原ではシギ・チドリ類が繁殖､

餌場として利用.また､カワセミも餌場として利用。草地ではセ

ッカが繁殖､餌場として利用。 

・ 調査区間全域の砂礫河原や水位の低い所ではサギ類､カワウが

餌場､休息地として利用。 

 

両生・爬虫 

・哺乳類 

コウベモウラ､コウモリ（翼手）目の一

種､アカネズミ､ヌートリア､キツネ､ア

マガエル､ヌマガエル､クサガメ､マム

シ 

なし なし 
な

し

な

し

な

し

・ 確認種は哺乳類4目5科5種､両生類1目2科2種､爬虫類1目2科

2種 

・ 特定種は確認されなかった 

・ 外来種はヌートリア（哺乳類）1種 

・ 福田橋下流寄洲の樹林､竹林､高茎草地（堆砂地が茎盤）は､キ

ツネの主要な生活場所になっていると考えられる。 

 

陸上昆虫類等 アオモンイトトンボ､シオカラトンボ､

ミイデラゴミムシ、ナナホシテントウ､

キチョウ､ヒメウラナミジャノメ 

なし なし 
な

し

な

し

な

し

・ 確認種は57科109種 

・ 目撃種の多くは草地性の種であった 

 

・ 生息環境の重要な要件は特にないと判断される。 

 

※注１）国調：当該地区における過年度の河川水辺の国勢調査における記録の有無  ○：記録あり  ×：記録なし  －：当該区間における調査は実施されていない 

 注２）主な確認種中、下線   の種は特定種・注目種であることを示す 
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地区別の事前調査結果の概要（春季）(4) 

4.社町上田～滝野町河高 
特定種・注目種 

国調 項目 主な確認種 
種名 

確認状況 

(分布・数・利用・行動等) 第１回第２回第３回

調査結果の概要 生物からみた重要な要件（環境・箇所・種等）等 

植物相・植生 セイヨウカラシナ､オギ､ツルヨシ､ネ

ズミムギ､クサヨシ､ネザサ､ノイバラ 

なし なし 
な

し

な

し

な

し

・ 確認種27科80種 

・ 単純な植生分布 

・ ほぼ一年生草本によってのみ構成される植生 

・ 広い造成裸地 

 

・ 生育環境の重要な要件は特にはないと判断される。 

 

カワヒガイ 緩流部で1個体 × × ×

アカザ 瀬で8個体 × × ○

ヌマムツ 上流、下流の2箇所でそれぞれ1個体 × × ○

アブラハヤ 下流側緩流部で22個体 × ○ ○

魚介類 コイ､オイカワ､カワムツ､ヌマムツ､カ

ワヒガイ､アブラハヤ､カマツカ､コウ

ライニゴイ､コウライモロコ､ギギ､ア

カザ､アユ 

コウライモロコ 緩流部で295個体 ○ ○ ○

・ 確認種7科23種 

・ 大部分は止水もしくは流れの緩やかな場所規模の大きな

瀬は3箇所 

・ 瀬は水深が平均で50cm 程度､河床材料は礫（一部岩盤） 

・ 止水､緩流域は水深が深い場所で1.5m 程度､河床材料は大

部分が砂礫（一部岩盤） 

・ 中～下流域に生息するコイ科魚類が多い 

 

・ 調査区間に見られる瀬は､アユやオイカワなどの産卵場所とな

っている可能性あり。 

・ 止水､緩流部の草本類が抽水状態で生育する場所は､コイ､フナ

類の産卵場所となっている可能性あり。 

・ 止水､緩流部の浅瀬で稚魚が群泳している状況を確認.特に草本

類が抽水状態で生育する場所周辺で稚魚を多数確認。 

・ 瀬～淵の区間にアカザ、ヌマムツ、コウライモロコなどが生息

する。 

ホンサナエ 水際の緩流部で1個体 × × ×底生動物 ミズムシ（甲殻綱）、ミナミヌマエビ、

キイロカワカゲロウ、アカマダラカゲ

ロウ、コオニヤンマ、オオシマトビケ

ラ、ヒゲナガカワトビケラ、ホンサナ

エ、コオイムシ 

コオイムシ 水際の緩流部で1個体 

× ○ ×

・ 確認種36科57種 

・ 大部分は止水もしくは流れの緩やかな場所規模の大きな

瀬は3箇所 

・ 瀬は水深が平均で50cm 程度､河床材料は礫（一部岩盤） 

・ 止水､緩流域は水深が深い場所で1.5m 程度､河床材料は大

部分が砂礫（一部岩盤） 

・ 中流域の瀬に生息する水生昆虫類が多い 

 

・ 調査区間に見られる瀬は､カゲロウ類やトビケラ類等の水生昆

虫類の主要な生息場所となっている。 

・ 止水､緩流部の水際は､ミナミヌマエビやホンサナエ等の生息場

所となっている。 

チュウサギ 1個体､砂礫地や水面で休息､採餌 ○ × －

コチドリ 

4個体､砂礫地で休息､採餌､繁殖を示唆す

る行動（ディスプレイ飛翔､上空を飛翔し

警戒） 

○ × －

鳥類 チュウサギ､スズメ､セッカ､ツバメ､ヒ

バリ､キジバト､カルガモ､ゴイサギ､ア

オサギ､セグロセキレイ､ヒヨドリ､ム

クドリ､ウグイス､コチドリ､イカルチ

ドリ､イワツバメ 

セッカ 
13個体､草地で繁殖行動（ディスプレイ飛

翔） 
○ × －

・ 確認種17科26種 

・ 草地や耕作地に生息する種が多くを占め､繁殖行動も確認

された 

・ 河川や干潟など水辺環境に生息するサギ類やカワウが調

査区間全域の砂礫河原や水位の低い所で確認された 

・ 砂礫河原ではシギ・チドリ類が確認された 

・ 調査区間右岸側の寄洲の草地ではセッカが繁殖､餌場として利

用.また､砂礫河原ではコチドリが繁殖､餌場として利用。 

・ 調査区間左岸側最上流部の寄洲ではサギ類､カワウが餌場､休

息地として利用。 

・ 調査区間全域の砂礫河原や水位の低い所ではサギ類､カワウが

餌場､休息地として利用。 

 

両生・爬虫 

・哺乳類 

コウベモウラ､コウモリ（翼手）目の一

種､アカネズミ､ヌートリア､アマガエ

ル､クサガメ､ミシシッピアカミミガメ なし なし 
な

し

な

し

な

し

・ 確認種は哺乳類4目5科5種､両生類1目1科1種､爬虫類1目1

科2種 

・ 特定種は確認されなかった 

・ 外来種はヌートリア（哺乳類）､ミシシッピアカミミガメ

（爬虫類）の2種 

・ 加古川､千鳥川合流部下流の寄洲のワンド形状は､クサガメの

主要な生活場所になっていると考えられる。 

 

陸上昆虫類等 アオモンイトトンボ､ツチイナゴ､コア

オハナムグリ､ナナホシテントウ､キオ

ビツヤハナバチ、モンキチョウ､モンシ

ロチョウ､ベニシジミ､キタテハ､ヒメ

アカタテハ､ツマグロヒョウモン 

なし なし 
な

し

な

し

な

し

・ 確認種は66科143種 

・ 目撃種の多くは草地性の種であった 

 

・ 生息環境の重要な要件は特にないと判断される。 

 

※注１）国調：当該地区における過年度の河川水辺の国勢調査における記録の有無  ○：記録あり  ×：記録なし  －：当該区間における調査は実施されていない 

 注２）主な確認種中、下線   の種は特定種・注目種であることを示す 
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地区別の事前調査結果の概要（春季）(5) 

5.滝野町多井田 
特定種・注目種 

国調 項目 主な確認種 
種名 

確認状況 

(分布・数・利用・行動等) 第１回第２回第３回

調査結果の概要 生物からみた重要な要件（環境・箇所・種等）等 

植物相・植生 マダケ､ムクノキ､エノキ､カワヂシャ､

セイタカアワダチソウ､ネザサ 

カワヂシャ 砂礫地で1箇所､30個体､高水敷で2箇所(8

個体､15個体)､計23個体 
× ○ ○

・ 確認種64科164種 

・ 単調な植生分布 

・ 急傾斜地に成立する帯状の竹林 

・ 河床及び河岸の岩盤 

・ カワヂシャの生育する砂礫地（中州・寄州）が帯状に分布する。

アブラボテ 緩流部で31個体 × × ×

ヌマムツ 緩流部で3個体、瀬で1個体 × × ○

アカザ 早瀬、平瀬等2箇所で6個体 × × ○

カワヒガイ 緩流部2箇所で2個体、瀬で5個体 × × ×

アブラハヤ 水際緩流部で50個体 × × ○

魚介類 アブラボテ､オイカワ､コウライニゴ

イ､カワムツ､ヌマムツ､アブラボテ､ギ

ギ､カワヨシノボリ､カワヒガイ､アブ

ラハヤ､コウライモロコ､アカザ､ナマ

ズ､ウナギ 

コウライモロコ 緩流部で22個体 × × ○

・ 確認種9科22種 

・ 大部分は止水であり、流れの緩やかな場所 

・ 瀬は早瀬、平瀬が分布するが、相対的に小規模 

・ 瀬は水深が平均で40cm 程度､河床材料は礫（一部岩盤） 

・ 止水､緩流域は水深が深い場所で2m 以上、河床材料は大部分

が砂礫（一部岩盤） 

・ 中～下流域に生息するコイ科魚類のほか、ヨシノボリ類が

多い 

・ 調査区間に見られる瀬は､アユやオイカワなどの産卵場所とな

っている可能性あり。 

・ 砂礫河床や岩盤の瀬周辺は、アカザ、ヌマムツなどが生息する。

・ 岸寄りの浅い緩流域や支川流入口には、タナゴ類、ヌマムツな

どが生息する。 

 

ホンサナエ 植物が水に浸る水際で1個体 × × ×底生動物 ミナミヌマエビ、キイロカワカゲロウ、

ハグロトンボ、コオニヤンマ、ヒゲナ

ガカワトビケラ、モンユスリカ亜科の

一種、ホンサナエ、コオイムシ 

コオイムシ 植物が水に浸る水際で1個体 

× × ×

・ 確認種41科56種 

・ 大部分は止水であり、流れの緩やかな場所 

・ 瀬は早瀬、平瀬が分布するが、相対的に小規模 

・ 瀬は水深が平均で40cm 程度､河床材料は礫（一部岩盤） 

・ 止水､緩流域は水深が深い場所で2m 以上、河床材料は大部分

が砂礫（一部岩盤） 

・ 中流域の瀬に生息する水生昆虫類が多い 

・ 調査区間に見られる瀬は､カゲロウ類、トビケラ類などの水生昆

虫類の主要な生息環境となっている。 

・ 緩流部の水際は、ホンサナエの生息場所となっている。 

 

チュウサギ 1個体､砂礫地や水面で休息､採餌 ○ × －

ハヤブサ 

2個体､右岸側の竹林上空付近を2個体が

絡み合いながら飛翔（1個体は幼鳥もしく

は若鳥） 

○ × －

イソシギ 1個体､砂礫地や水面で休息､採餌 ○ × －

鳥類 カワウ､チュウサギ､ハヤブサ､ツバメ､

アオサギ､ヒヨドリ､セグロセキレイ､

ムクドリ､ケリ､カルガモ､キジ､コゲ

ラ､イソシギ､スズメ､カワセミ､シジュ

ウカラ､イカルチドリ 

カワセミ 3個体､河川上空を低空で飛翔 ○ × －

・ 確認種23科32種 

・ 左岸側の竹林（エノキ､ムクノキが散立している）にサギ

類（主にアオサギ）のコロニーが確認された 

・ 河川や干潟など水辺環境に生息するサギ類が調査区間全

域の砂礫河原や水位の低い所で確認された.砂礫河原では

シギ・チドリ類､カワセミが確認された 

・ 右岸側でハヤブサが確認された 

・ 調査区間上流部の岩盤で多数のカワウが休息しているの

が確認された 

・ 闘竜門付近の左岸側寄洲の砂礫河原ではシギ・チドリ類が繁

殖､餌場として利用。 

・ 右岸側の河川に面した草地ではカワセミが餌場として利用。 

・ 左岸側の竹林（エノキ､ムクノキが散立している）にサギ類（主

にアオサギ）のコロニーあり。 

・ 調査区間全域の砂礫河原や水位の低い所ではサギ類､が餌場､

休息地として利用。 

 

両生・爬虫 

・哺乳類 

コウベモウラ､コウモリ（翼手）目の一

種､ヌートリア､アマガエル､ヌマガエ

ル､ウシガエル､クサガメ､ミシシッピ

アカミミガメ､アオダイショウ 

なし なし 

－ － －

・ 確認種は哺乳類4目4科4種､両生類1目2科3種､爬虫類1目2

科3種 

・ 特定種は確認されなかった 

・ 外来種はヌートリア（哺乳類）､ウシガエル（両生類）､

ミシシッピアカミミガメ（爬虫類）の3種 

・ 闘龍橋上流河岸の竹林は､アオダイショウの主要な生活場所に

なっていると考えられる。 

・ 闘龍灘で過去にオオサンショウウオの生息記録があり、本区間

にも生息している可能性がある。 

 

アオサナエ 1個体成虫確認 × × ×
陸上昆虫類等 セスジイトトンボ、アオサナエ､コオイ

ムシ､ヤコンオサムシ、ベニカミキリ､

アオスジアゲハ､モンキチョウ､キチョ

ウ､キタテハ､ヒメウラナミジャノメ､

チャバネセセリ コオイムシ 
1個体､左岸側の水田を流れる水路内で確

認された. 
× × ×

・ 確認種は76科126種 

・ 目撃種の多くは草地性の種であったが､テングチョウやア

オスジアゲハといった樹林性の種も確認された 

・ 竹林ではベニカミキリが確認された 

・ アオサナエの産卵が確認された（中上流域の河川環境） 

・ 左岸側の水田内を流れる吉鳥川と加古川合流部でコオイ

ムシが確認された 

・ 生息環境の重要な要件は特にないと判断される。 

 

※注１）国調：当該地区における過年度の河川水辺の国勢調査における記録の有無  ○：記録あり  ×：記録なし  －：当該区間における調査は実施されていない 

 注２）主な確認種中、下線   の種は特定種・注目種であることを示す 
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２．特定種・注目種一覧表 

 
春季調査　植物特定種一覧

ゴマノハグサ科 カワヂシャ カワヂシャ 準絶滅危惧（NT) 準 Ｃ

マメ科 サイカチ サイカチ 準

フサスゲ フサスゲ Ｃ Ｂ

ウマスゲ ウマスゲ Ｂ Ａ

①：絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（平成４年　法律第75号）

④：改訂・兵庫県の貴重な自然－兵庫県版レッドデータブック2003－（平成15年　兵庫県）

②:改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物―レッドデータブック―8植物I（維管束植物）（平
成12年7月、環境庁）

③：改訂・近畿地方の保護上重要な植物―レッドデータブック近畿2001―」（平成13年8月、レッドデータブッ
ク近畿研究会）

② ③ ④①科名 和名 種名入力

カヤツリグサ科

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
春季調査 魚類特定種一覧

目名 科名 ① ② ③ ④ ⑤

コイ目 コイ科 ヤリタナゴ B
アブラボテ C
カネヒラ B
ヌマムツ ●
アブラハヤ B
カワヒガイ 減少種 C
コウライモロコ C

ドジョウ科 ドジョウ B
ナマズ目 アカザ科 アカザ 絶滅危惧Ⅱ類（VU） B
ダツ目 メダカ科 メダカ 絶滅危惧Ⅱ類（VU） 注
スズキ目 ハゼ科 カワアナゴ（参考） A

ウキゴリ 調

①：絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（平成４年　法律第75号）
②:改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック４－汽水・淡水魚類－
③：日本の希少な野生生物に関するレッドデータブック（平成12年　水産庁）
④：改訂・兵庫県の貴重な自然－兵庫県版レッドデータブック2003－（平成15年　兵庫県）
⑤：注目種（上記以外の加古川の生物相を特徴付ける代表的な種）  

 

 
春季調査　底生動物特定種一覧

綱名 目名 科名 和名 ① ② ③ ④
マキガイ綱 ニナ目 カワニナ科 クロダカワニナ 準絶滅危惧

エゾマメタニシ科（マメタニシ科） ヒメマルマメタニシ 絶滅危惧II類 Cﾗﾝｸ
モノアラガイ目 モノアラガイ科 コシダカヒメモノアラガイ 情報不足

モノアラガイ 準絶滅危惧
ニマイガイ綱 イシガイ目 イシガイ科 トンガリササノハガイ 準絶滅危惧 Aﾗﾝｸ

マツカサガイ類 準絶滅危惧 Cﾗﾝｸ
甲殻綱 エビ目 テナガエビ科 ヒラテテナガエビ Aﾗﾝｸ

ヌマエビ科 ミゾレヌマエビ Bﾗﾝｸ
イワガニ科 クロベンケイガニ Cﾗﾝｸ

昆虫綱 カゲロウ目 トビイロカゲロウ科 オオトゲエラカゲロウ 要調査種
トンボ目 サナエトンボ科 ホンサナエ Bﾗﾝｸ 
カメムシ目 コオイムシ科 コオイムシ 準絶滅危惧 要注目種 
コウチュウ目 コガシラミズムシ科 マダラコガシラミズムシ 準絶滅危惧 要注目種 

ヒメドロムシ科 ヨコミゾドロムシ 絶滅危惧Ｉ類 要調査種

①：絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（平成４年　法律第75号）
②:「無脊椎動物（昆虫類、貝類、クモ類、甲殻類等）のレッドリストの見直しについて」（環境庁、平成12年）
③：日本の希少な野生生物に関するレッドデータブック（平成12年　水産庁）
④：改訂・兵庫県の貴重な自然－兵庫県版レッドデータブック2003－（平成15年　兵庫県）  
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春季調査　鳥類特定種一覧

種名

和名 繁殖 越冬 通過

ペリカン ウ カワウ ○
コウノトリ サギ ササゴイ 繁；ランク3 ランク3 C

チュウサギ NT 繁；ランク3 ランク3 C
カモ カモ オシドリ 繁；ランク3 ランク3 ランク3 C
タカ タカ ミサゴ NT ○ 繁；ランク2 ランク1 ランク2 A

ハヤブサ ハヤブサ A VU ○ 繁；ランク3 ランク2 ランク3 B
チドリ チドリ コチドリ 繁；ランク3 ランク4 要注目

シギ アオアシシギ 通；ランク3 ランク3
イソシギ 繁；ランク2 ランク1 ランク4 C

カッコウ カッコウ ホトトギス 繁；ランク3 ランク3
ブッポウソウカワセミ カワセミ ○ 繁；ランク3 ランク3 ランク3 B
スズメ ウグイス オオヨシキリ 繁；ランク3 ランク2 B

セッカ 繁；ランク4 ランク3 ランク3

注1）①、②のハヤブサは亜種ハヤブサ

【選定基準】
①：絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（平成４年　法律第75号）
A＝国内希少野生動植物種　B＝国際希少野生動植物種　C＝特定国内希少野生動植物種
②：改訂・日本の絶滅のおそれのある野生生物－レッドデータブック２－鳥類－
　　(平成14年　環境省)
EX＝絶滅　EW＝野生絶滅　CR＝絶滅危惧IA類　＝絶滅危惧IB類　VU＝絶滅危惧Ⅱ類
NT＝準絶滅危惧　DD＝情報不足　LP＝絶滅のおそれのある地域個体群
③：「緑の国勢調査自然環境保全基礎調査」における主要野生動物
主要＝主
④：「第２回自然環境保全基礎調査」における稀少種
稀少種＝稀
⑤-1：「近畿地区・鳥類レッドデータブック-絶滅危惧種判定システムの開発」（山岸哲, 2002）掲載種
⑤-2：「近畿地区・鳥類レッドデータブック-絶滅危惧種判定システムの開発」（山岸哲, 2002）掲載種（兵庫県）
繁＝繁殖個体群　冬＝越冬個体群　通＝通過個体群
ランク1＝危機的絶滅危惧　ランク2＝絶滅危惧　ランク3＝準絶滅危惧　ランク4＝ラ特に危険なし　要＝要注目
⑥：改訂・兵庫県の貴重な自然－兵庫県版レッドデータブック2003－（平成15年　兵庫県）
A＝繁殖個体群のAランク（絶滅危惧Ⅰ類に相当）　B＝繁殖個体群のBランク（絶滅危惧Ⅱ類に相当）
C＝繁殖個体群のCランク（準絶滅危惧に相当）　　要注目＝繁殖個体群の貴重種に準ずるもの

7目10科13種

③ ④ ⑤-1目名 科名 ⑥⑤-2① ②

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
春季調査　昆虫類特定種一覧

目名 科名 ① ② ③

トンボ目 サナエトンボ科 アオサナエ C
カメムシ目 コオイムシ科 コオイムシ C
コウチュウ目 テントウムシ科 ジュウサンホシテントウ 準絶滅危惧（NT） 要

①：絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律（平成４年　法律第75号）

③：改訂・兵庫県の貴重な自然－兵庫県版レッドデータブック2003－（平成15年　兵庫県）

②:無脊椎動物（昆虫類、貝類、クモ類、甲殻類等）のレッドリストの見直しについて」
（環境省，平成12年）

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2-11 



３．事前調査結果（出現種リスト） 
表 加古川事前調査結果（植物）（1） 

 

表 加古川事前調査結果（植物）（2） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成17年５月

No. 分類 科名 種名（和名） 学名
帰化
逸出

st.1-1 st.1-2 st.1-3 st.2 st.3 st.4 st.5

1 シダ植物 トクサ科 スギナ Equisetum arvense ○ ○ ○ ○
2 トクサ Equisetum hyemale ○
3 フサシダ科 カニクサ Lygodium japonicum ○
4 イノモトソウ科 イノモトソウ Pteris multifida ○
5 オシダ科 ヤブソテツ Cyrtomium fortunei ○
6 ベニシダ Dryopteris erythrosora ○ ○
7 ヒメシダ科 ホシダ Cyclosorus acuminatus ○
8 メシダ科 シケシダ Deparia japonica ○ ○
9 クサソテツ Matteuccia struthiopteris ○ ○
10 裸子植物 ヒノキ科 ネズ Juniperus rigida ○
11 離弁花類 クルミ科 オニグルミ Juglans ailanthifolia ○ ○ ○
12 ヤナギ科 アカメヤナギ Salix chaenomeloides ○ ○ ○ ○ ○ ○
13 ジャヤナギ Salix eriocarpa ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
14 ネコヤナギ Salix gracilistyla ○ ○
15 オオタチヤナギ Salix pierotii ○ ○ ○ ○ ○
16 コゴメヤナギ Salix serissaefolia ○
17 カバノキ科 カワラハンノキ Alnus serrulatoides ○
18 ブナ科 クヌギ Quercus acutissima ○
19 アラカシ Quercus glauca ○ ○
20 アベマキ Quercus variabilis ○ ○
21 ニレ科 ムクノキ Aphananthe aspera ○ ○
22 エノキ Celtis sinensis var.japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○
23 アキニレ Ulmus parvifolia ○ ○ ○ ○
24 クワ科 カナムグラ Humulus japonicus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
25 ヤマグワ Morus australis ○ ○ ○
26 クワ Morus bombycis 逸 ○
27 イラクサ科 ヤブマオ Boehmeria japonica var.longispica ○
28 カラムシ Boehmeria nivea var.concolor ○ ○ ○
29 ナンバンカラムシ Boehmeria nivea var.tenacissima 帰 ○ ○
30 カテンソウ Nanocnide japonica ○
31 ビャクダン科 カナビキソウ Thesium chinense ○
32 タデ科 ヤナギタデ Persicaria hydropiper ○ ○
33 イシミカワ Persicaria perfoliata ○ ○ ○ ○ ○
34 ママコノシリヌグイ Persicaria senticosa ○ ○ ○
35 ミゾソバ Persicaria thunbergii ○ ○ ○ ○ ○ ○
36 イタドリ Reynoutria japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
37 スイバ Rumex acetosa ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
38 ヒメスイバ Rumex acetosella 帰 ○
39 ナガバギシギシ Rumex crispus 帰 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
40 ギシギシ Rumex japonicus ○ ○ ○ ○
41 ヤマゴボウ科 ヨウシュヤマゴボウ Phytolacca americana 帰 ○ ○
42 ナデシコ科 ノミノツヅリ Arenaria serpyllifolia ○ ○ ○ ○ ○
43 オランダミミナグサ Cerastium glomeratum 帰 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
44 ミミナグサ Cerastium holosteoides var.angustifolium ○
45 イヌコモチナデシコ Petrorhagia nanteuilii 帰 ○ ○
46 ツメクサ Sagina japonica ○ ○ ○ ○ ○
47 ムシトリナデシコ Silene armeria 帰 ○ ○
48 シロバナマンテマ Silene gallica 帰 ○
49 マンテマ Silene gallica var.quinquevulnera 帰 ○ ○ ○
50 ノハラツメクサ Spergula arvensis 帰 ○
51 ノミノフスマ Stellaria alsine var.undulata ○ ○
52 ウシハコベ Stellaria aquatica ○ ○ ○ ○ ○
53 コハコベ Stellaria media 帰 ○ ○ ○ ○ ○
54 ミドリハコベ Stellaria neglecta ○ ○ ○ ○
55 アカザ科 シロザ Chenopodium album ○ ○ ○ ○ ○ ○
56 アカザ Chenopodium album var.centrorubrum ○
57 ヒユ科 ヒナタイノコズチ Achyranthes bidentata var.tomentosa ○ ○ ○ ○
58 マツブサ科 サネカズラ Kadsura japonica ○ ○ ○
59 クスノキ科 クスノキ Cinnamomum camphora ○
60 ヤブニッケイ Cinnamomum japonicum ○ ○
61 キンポウゲ科 ヒメウズ Aquilegia adoxoides ○
62 センニンソウ Clematis terniflora ○ ○ ○ ○ ○ ○
63 ウマノアシガタ Ranunculus japonicus ○ ○
64 タガラシ Ranunculus sceleratus ○ ○ ○ ○
65 キツネノボタン Ranunculus silerifolius ○ ○ ○ ○
66 アキカラマツ Thalictrum minus var.hypoleucum ○
67 メギ科 ナンテン Nandina domestica 逸 ○
68 アケビ科 アケビ Akebia quinata ○ ○ ○
69 ミツバアケビ Akebia trifoliata ○
70 ツヅラフジ科 アオツヅラフジ Cocculus orbiculatus ○ ○ ○ ○ ○
71 ドクダミ科 ドクダミ Houttuynia cordata ○ ○ ○
72 ツバキ科 ヤブツバキ Camellia japonica ○
73 ヒサカキ Eurya japonica ○
74 チャノキ Thea sinensis 逸 ○
75 ケシ科 ナガミヒナゲシ Papaver dubium 帰 ○ ○ ○ ○
76 アブラナ科 セイヨウカラシナ Brassica juncea 帰 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
77 ナズナ Capsella bursa-pastoris ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
78 タネツケバナ Cardamine flexuosa ○ ○ ○ ○
79 オオバタネツケバナ Cardamine scutata ○ ○
80 マメグンバイナズナ Lepidium virginicum 帰 ○ ○
81 オランダガラシ Nasturtium officinale 帰 ○ ○ ○
82 イヌガラシ Rorippa indica ○ ○ ○ ○
83 スカシタゴボウ Rorippa islandica ○ ○ ○
84 キレハイヌガラシ Rorippa sylvestris 帰 ○ ○
85 カキネガラシ Sisymbrium officinale 帰 ○
86 ベンケイソウ科 コモチマンネングサ Sedum bulbiferum ○ ○ ○ ○ ○ ○
87 ツルマンネングサ Sedum sarmentosum 帰 ○
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88 バラ科 ヘビイチゴ Duchesnea chrysantha ○ ○ ○
89 ヤブヘビイチゴ Duchesnea indica ○
90 オヘビイチゴ Potentilla sundaica var.robusta ○ ○ ○ ○ ○ ○
91 シャリンバイ Rhaphiolepis umbellata 植 ○
92 ノイバラ Rosa multiflora ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
93 ミヤコイバラ Rosa paniculigera ○
94 ナワシロイチゴ Rubus parvifolius ○ ○ ○ ○
95 マメ科 ネムノキ Albizia julibrissin ○ ○ ○ ○
96 イタチハギ Amorpha fruticosa 帰 ○ ○
97 ゲンゲ Astragalus sinicus 帰 ○
98 サイカチ Gleditsia japonica ○ ○
99 ツルマメ Glycine max ssp.soja ○
100 ヤハズソウ Kummerowia striata ○
101 メドハギ Lespedeza cuneata ○ ○ ○ ○ ○
102 ネコハギ Lespedeza pilosa ○
103 セイヨウミヤコグサ Lotus corniculatus 帰 ○ ○
104 ミヤコグサ Lotus corniculatus var.japonicus ○ ○
105 ウマゴヤシ Medicago polymorpha 帰 ○
106 ムラサキウマゴヤシ Medicago sativa 帰 ○
107 ナツフジ Millettia japonica ○
108 クズ Pueraria lobata ○ ○ ○ ○ ○
109 ハリエンジュ Robinia pseudoacacia 帰 ○
110 クララ Sophora flavescens ○
111 クスダマツメクサ Trifolium campestre 帰 ○ ○ ○
112 コメツブツメクサ Trifolium dubium 帰 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
113 ムラサキツメクサ Trifolium pratense 帰 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
114 シロツメクサ Trifolium repens 帰 ○ ○ ○ ○ ○ ○
115 ヤハズエンドウ Vicia angustifolia ○ ○ ○ ○ ○ ○
116 スズメノエンドウ Vicia hirsuta ○ ○ ○ ○
117 カスマグサ Vicia tetrasperma ○ ○ ○ ○ ○
118 フジ Wisteria floribunda ○ ○
119 カタバミ科 カタバミ Oxalis corniculata ○ ○ ○ ○
120 ムラサキカタバミ Oxalis corymbosa 帰 ○
121 オッタチカタバミ Oxalis stricta 帰 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
122 フウロソウ科 アメリカフウロ Geranium carolinianum 帰 ○ ○ ○ ○ ○ ○
123 トウダイグサ科 アカメガシワ Mallotus japonicus ○ ○ ○
124 ナンキンハゼ Sapium sebiferum 逸 ○ ○
125 センダン科 センダン Melia azedarach 植 ○
126 ウルシ科 ヌルデ Rhus javanica var.roxburgii ○ ○ ○
127 ヤマハゼ Rhus sylvestris ○
128 ヤマウルシ Rhus trichocarpa ○ ○
129 カエデ科 トウカエデ Acer buergerianum 逸 ○
130 モチノキ科 ナナミノキ Ilex chinensis ○ ○ ○
131 ニシキギ科 ツルウメモドキ Celastrus orbiculatus ○ ○
132 マユミ Euonymus sieboldianus ○
133 ブドウ科 ノブドウ Ampelopsis glandulosa var.heterophylla ○ ○ ○
134 キレバノブドウ Ampelopsis glandulosa var.heterophylla f.citrulloides ○
135 ヤブガラシ Cayratia japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○
136 ツタ Parthenocissus tricuspidata ○
137 エビヅル Vitis ficifolia var.lobata ○
138 グミ科 ナワシログミ Elaeagnus pungens ○ ○
139 スミレ科 タチツボスミレ Viola grypoceras ○
140 ケマルバスミレ Viola keiskei f.okuboi ○
141 ウリ科 アレチウリ Sicyos angulatus 帰 ○ ○ ○ ○ ○ ○
142 アカバナ科 チョウジタデ Ludwigia epilobioides ○
143 コマツヨイグサ Oenothera laciniata 帰 ○ ○ ○ ○
144 ユウゲショウ Oenothera rosea 帰 ○
145 マツヨイグサ Oenothera stricta 帰 ○ ○
146 アリノトウグサ科 オオフサモ Myriophyllum brasiliense 帰 ○
147 ミズキ科 アオキ Aucuba japonica ○ ○
148 ウコギ科 オカウコギ Acanthopanax nipponicus ○
149 ヤツデ Fatsia japonica 逸 ○
150 キヅタ Hedera rhombea ○ ○
151 セリ科 マツバゼリ Apium leptophyllum 帰 ○ ○
152 セントウソウ Chamaele decumbens ○
153 ノラニンジン Daucus carota 帰 ○
154 ハナウド Heracleum nipponicum ○ ○ ○
155 ノチドメ Hydrocotyle maritima ○
156 チドメグサ Hydrocotyle sibthorpioides ○
157 セリ Oenanthe javanica ○ ○ ○ ○ ○
158 ヤブニンジン Osmorhiza aristata ○ ○ ○
159 ヤブジラミ Torilis japonica ○ ○ ○ ○
160 オヤブジラミ Torilis scabra ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
161 合弁花類 ヤブコウジ科 マンリョウ Ardisia crenata ○ ○
162 サクラソウ科 コナスビ Lysimachia japonica f.subsessilis ○ ○
163 カキノキ科 カキノキ Diospyros kaki ○
164 モクセイ科 ネズミモチ Ligustrum japonicum ○
165 イボタノキ Ligustrum obtusifolium ○
166 キョウチクトウ科 テイカカズラ Trachelospermum asiaticum f.intermedium ○ ○ ○
167 ガガイモ科 ガガイモ Metaplexis japonica ○ ○ ○
168 アカネ科 ヒメヨツバムグラ Galium gracilens ○
169 ヤエムグラ Galium spurium var.echinospermon ○ ○ ○ ○ ○
170 カワラマツバ Galium verum var.asiaticum f.nikkoense ○ ○ ○ ○
171 ヘクソカズラ Paederia scandens ○ ○ ○ ○
172 アカネ Rubia argyi ○
173 ヒルガオ科 コヒルガオ Calystegia hederacea ○
174 ヒルガオ Calystegia japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○
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175 ムラサキ科 ハナイバナ Bothriospermum tenellum ○ ○ ○
176 キュウリグサ Trigonotis peduncularis ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
177 クマツヅラ科 クサギ Clerodendrum trichotomum ○
178 ヤナギハナガサ Verbena bonariensis 帰 ○ ○
179 アレチハナガサ Verbena brasiliensis 帰 ○ ○
180 シソ科 キランソウ Ajuga decumbens ○
181 トウバナ Clinopodium gracile ○ ○ ○
182 カキドオシ Glechoma hederacea var.grandis ○ ○ ○ ○ ○
183 ホトケノザ Lamium amplexicaule ○ ○ ○ ○ ○ ○
184 オドリコソウ Lamium barbatum ○ ○ ○ ○ ○
185 ヒメオドリコソウ Lamium purpureum 帰 ○ ○ ○ ○ ○
186 シロネ Lycopus lucidus ○ ○ ○ ○
187 ゴマノハグサ科 マツバウンラン Linaria canadensis 帰 ○
188 サギゴケ Mazus miquelii f.albiflorus ○
189 トキワハゼ Mazus pumilus ○ ○ ○
190 オオカワヂシャ Veronica anagallis-aquatica 帰 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
191 タチイヌノフグリ Veronica arvensis 帰 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
192 フラサバソウ Veronica hederifolia 帰 ○ ○
193 ムシクサ Veronica peregrina ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
194 オオイヌノフグリ Veronica persica 帰 ○ ○ ○ ○ ○
195 カワヂシャ Veronica undulata ○ ○ ○ ○ ○ ○
196 オオバコ科 オオバコ Plantago asiatica ○ ○
197 ヘラオオバコ Plantago lanceolata 帰 ○ ○ ○ ○ ○
198 タチオオバコ Plantago virginica 帰 ○ ○ ○ ○ ○ ○
199 スイカズラ科 スイカズラ Lonicera japonica ○ ○ ○ ○
200 オミナエシ科 ノヂシャ Valerianella olitoria 帰 ○ ○ ○ ○ ○
201 キキョウ科 キキョウソウ Specularia perfoliata 帰 ○ ○ ○
202 ヒナギキョウ Wahlenbergia marginata 帰 ○
203 キク科 ブタクサ Ambrosia artemisiifolia var.elatior 帰 ○ ○ ○ ○ ○ ○
204 オオブタクサ Ambrosia trifida 帰 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
205 クソニンジン Artemisia annua 帰 ○ ○ ○
206 ヨモギ Artemisia indica var.maximowiczii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
207 アメリカセンダングサ Bidens frondosa 帰 ○ ○ ○
208 トキンソウ Centipeda minima ○
209 オオアレチノギク Conyza sumatrensis 帰 ○ ○ ○
210 オオキンケイギク Coreopsis lanceolata 帰 ○
211 ハルジオン Erigeron philadelphicus 帰 ○
212 ハハコグサ Gnaphalium affine ○ ○ ○ ○ ○
213 チチコグサモドキ Gnaphalium pensylvanicum 帰 ○
214 キツネアザミ Hemistepta lyrata ○ ○ ○ ○ ○
215 ブタナ Hypochoeris radicata 帰 ○ ○ ○
216 ニガナ Ixeris dentata ○ ○
217 アキノノゲシ Lactuca indica ○
218 トゲチシャ Lactuca scariola 帰 ○
219 ヤブタビラコ Lapsana humilis ○ ○
220 ノボロギク Senecio vulgaris 帰 ○ ○ ○
221 セイタカアワダチソウ Solidago altissima 帰 ○ ○ ○ ○ ○ ○
222 オニノゲシ Sonchus asper 帰 ○ ○
223 ノゲシ Sonchus oleraceus ○ ○ ○ ○ ○
224 ヒメジョオン Stenactis annuus 帰 ○ ○ ○ ○ ○ ○
225 ヘラバヒメジョオン Stenactis strigosus 帰 ○ ○ ○ ○ ○
226 カンサイタンポポ Taraxacum japonicum ○ ○ ○ ○
227 セイヨウタンポポ Taraxacum officinale 帰 ○
228 オオオナモミ Xanthium occidentale 帰 ○ ○ ○ ○
229 オニタビラコ Youngia japonica ○ ○
230 単子葉植物 ユリ科 ノビル Allium grayi ○ ○ ○ ○ ○ ○
231 ホウチャクソウ Disporum sessile ○
232 ヒメヤブラン Liriope minor ○
233 ジャノヒゲ Ophiopogon japonicus ○ ○
234 キチジョウソウ Reineckea carnea ○
235 サルトリイバラ Smilax china ○
236 ヤマノイモ科 ナガイモ Dioscorea batatas 逸 ○
237 オニドコロ Dioscorea tokoro ○ ○
238 アヤメ科 キショウブ Iris pseudacorus 帰 ○ ○ ○ ○
239 ニワゼキショウ Sisyrinchium atlanticum 帰 ○ ○ ○ ○ ○ ○
240 イグサ科 イ Juncus effusus var.decipiens ○ ○ ○ ○ ○
241 コウガイゼキショウ Juncus leschenaultii ○
242 ホソイ Juncus setchuensis var.effusoides ○
243 クサイ Juncus tenuis ○ ○
244 コゴメイ Juncus sp. 帰 ○ ○
245 スズメノヤリ Luzula capitata ○ ○ ○ ○
246 ツユクサ科 ツユクサ Commelina communis ○ ○ ○ ○ ○
247 イネ科 カモジグサ Agropyron tsukushiense var.transiens ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
248 コヌカグサ Agrostis alba 帰 ○
249 ヒメヌカボ Agrostis canina 帰 ○
250 ヌカススキ Aira caryophyllea 帰 ○
251 スズメノテッポウ Alopecurus aequalis ○ ○ ○ ○ ○
252 セトガヤ Alopecurus japonicus ○
253 ヒメハルガヤ Anthoxanthum aristatum 帰 ○
254 ハルガヤ Anthoxanthum odoratum 帰 ○ ○ ○ ○ ○
255 カラスムギ Avena fatua 帰 ○ ○ ○ ○
256 ミノゴメ Beckmannia syzigachne ○ ○ ○ ○ ○ ○
257 ヒメコバンソウ Briza minor 帰 ○ ○ ○ ○ ○
258 イヌムギ Bromus catharticus 帰 ○ ○ ○ ○ ○
259 スズメノチャヒキ Bromus japonicus 帰 ○ ○ ○ ○ ○ ○
260 ギョウギシバ Cynodon dactylon 帰 ○
261 シナダレスズメガヤ Eragrostis curvula 帰 ○ ○ ○
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262 ニワホコリ Eragrostis multicaulis ○
263 オニウシノケグサ Festuca arundinacea 帰 ○ ○
264 トボシガラ Festuca parvigluma ○
265 チガヤ Imperata cylindrica var.koenigii ○ ○ ○ ○ ○
266 ネズミムギ Lolium multiflorum 帰 ○ ○ ○ ○ ○ ○
267 ホソムギ Lolium perenne 帰 ○ ○ ○ ○ ○
268 ドクムギ Lolium temulentum 帰 ○
269 オギ Miscanthus sacchariflorus ○ ○ ○ ○
270 ススキ Miscanthus sinensis ○ ○
271 コチヂミザサ Oplismenus undulatifolius var.japonicus ○
272 クサヨシ Phalaris arundinacea ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
273 ヨシ Phragmites australis ○ ○ ○ ○
274 ツルヨシ Phragmites japonica ○ ○ ○ ○ ○ ○
275 セイタカヨシ Phragmites karka ○ ○
276 マダケ Phyllostachys bambusoides 植 ○ ○ ○
277 モウソウチク Phyllostachys pubescens 植 ○
278 ネザサ Pleioblastus chino var.viridis ○ ○ ○ ○ ○ ○
279 メダケ Pleioblastus simonii ○ ○ ○ ○
280 ミゾイチゴツナギ Poa acroleuca ○ ○ ○
281 タマミゾイチゴツナギ Poa acroleuca var.submoniliformis ○
282 スズメノカタビラ Poa annua ○ ○ ○ ○ ○
283 オオイチゴツナギ Poa nipponica ○
284 イチゴツナギ Poa sphondylodes ○ ○ ○ ○ ○
285 オオスズメノカタビラ Poa trivialis 帰 ○ ○ ○
286 ヒエガエリ Polypogon fugax ○ ○
287 セイバンモロコシ Sorghum halepense 帰 ○
288 カニツリグサ Trisetum bifidum ○ ○
289 ナギナタガヤ Vulpia myuros 帰 ○ ○ ○ ○
290 オオナギナタガヤ Vulpia myuros var.hirsuta 帰 ○
291 マコモ Zizania latifolia ○
292 シバ Zoysia japonica ○ ○ ○ ○ ○
293 ヤシ科 シュロ Trachycarpus fortunei 逸 ○
294 サトイモ科 セキショウ Acorus gramineus ○
295 ウキクサ科 ウキクサ Spirodela polyrhiza ○
296 ガマ科 ガマ Typha latifolia ○
297 カヤツリグサ科 アオスゲ Carex breviculmis ○ ○ ○
298 アゼナルコ Carex dimorpholepis ○ ○ ○ ○ ○
299 マスクサ Carex gibba ○
300 ウマスゲ Carex idzuroei ○
301 ジュズスゲ Carex ischnostachya ○
302 ヒカゲスゲ Carex lanceolata ○
303 フサスゲ Carex metallica ○ ○ ○
304 アゼスゲ Carex thunbergii ○
305 ヤワラスゲ Carex transversa ○ ○ ○ ○ ○
306 メリケンガヤツリ Cyperus eragrostis 帰 ○ ○
307 ウキヤガラ Scirpus yagara ○
合計 78科307種 146 140 88 161 132 80 164
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表 加古川事前調査結果（魚類） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成17年６月
No. 目名 科名 種名 学名 St.1-1 St.1-2 St.2 St.3 St.4 St.5
1 ウナギ目 ウナギ科 ウナギ Anguilla japonica ○ ○ ○
2 コイ目 コイ科 コイ Cyprinus carpio ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 コイ目 コイ科 ゲンゴロウブナ Carassius cuvieri ○ ○
4 コイ目 コイ科 ギンブナ Carassius auratus langsdorfii ○ ○ ○
5 コイ目 コイ科 オオキンブナ Carassius auratus buergeri ○
6 コイ目 コイ科 Carassius属の一種 Carassius sp. ○
7 コイ目 コイ科 Carassius属の一種 Carassius sp. ○ ○ ○ ○
8 コイ目 コイ科 ヤリタナゴ Tanakia lanceolata ○
9 コイ目 コイ科 アブラボテ Tanakia limbata ○ ○ ○ ○
10 コイ目 コイ科 カネヒラ Acheilognathus rhombeus ○
11 コイ目 コイ科 タイリクバラタナゴ Rhodeus ocellatus ocellatus ○ ○ ○ ○ ○
12 コイ目 コイ科 Rhodeus属の一種 Rhodeus sp. ○
13 コイ目 コイ科 ハス Opsariichthys uncirostris uncirostris ○
14 コイ目 コイ科 オイカワ Zacco platypus ○ ○ ○ ○ ○ ○
15 コイ目 コイ科 カワムツ Zacco temminckii ○ ○
16 コイ目 コイ科 ヌマムツ Zacco sieboldii ○ ○ ○ ○ ○ ○
17 コイ目 コイ科 アブラハヤ Phoxinus lagowskii steindachneri ○ ○ ○
18 コイ目 コイ科 ウグイ Tribolodon hakonensis ○
19 コイ目 コイ科 モツゴ Pseudorasbora parva ○ ○
20 コイ目 コイ科 カワヒガイ Sarcocheilichthys variegatus variegatus ○ ○ ○
21 コイ目 コイ科 Sarcocheilichthys属の一種 Sarcocheilichthys sp. ○
22 コイ目 コイ科 ムギツク Pungtungia herzi ○ ○
23 コイ目 コイ科 タモロコ Gnathopogon elongatus elongatus ○ ○ ○ ○
24 コイ目 コイ科 カマツカ Pseudogobio esocinus esocinus ○ ○ ○ ○ ○ ○
25 コイ目 コイ科 ズナガニゴイ Hemibarbus longirostris ○
26 コイ目 コイ科 コウライニゴイ Hemibarbus labeo ○ ○ ○ ○ ○ ○
27 コイ目 コイ科 ニゴイ Hemibarbus barbus ○
28 コイ目 コイ科 Hemibarbus属の一種 Hemibarbus sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
29 コイ目 コイ科 イトモロコ Squalidus gracilis gracilis ○ ○ ○
30 コイ目 コイ科 コウライモロコ Squalidus chankaensis subsp. ○ ○ ○ ○ ○ ○
31 コイ目 ドジョウ科 ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus ○
32 コイ目 ドジョウ科 スジシマドジョウ中型種 Cobitis sp.3 ○ ○ ○ ○
33 ナマズ目 ギギ科 ギギ Pseudobagrus nudiceps ○ ○ ○ ○ ○ ○
34 ナマズ目 ナマズ科 ナマズ Silurus asotus ○ ○ ○ ○ ○ ○
35 ナマズ目 アカザ科 アカザ Liobagrus reini ○ ○ ○
36 サケ目 アユ科 アユ Plecoglossus altivelis altivelis ○ ○ ○ ○ ○
37 ダツ目 メダカ科 メダカ Oryzias latipes ○ ○
38 スズキ目 サンフィッシュ科 ブルーギル Lepomis macrochirus ○ ○ ○ ○ ○ ○
39 スズキ目 サンフィッシュ科 ブラックバス（オオクチバス） Micropterus salmoides ○ ○ ○ ○ ○
40 スズキ目 ハゼ科 カワアナゴ Eleotris oxycephala ○
41 スズキ目 ハゼ科 ドンコ Odontobutis obscura ○ ○ ○
42 スズキ目 ハゼ科 ウキゴリ Gymnogobius urotaenia ○ ○
43 スズキ目 ハゼ科 ゴクラクハゼ Rhinogobius giurinus ○ ○ ○ ○
44 スズキ目 ハゼ科 シマヨシノボリ Rhinogobius sp.CB ○
45 スズキ目 ハゼ科 トウヨシノボリ縞鰭型 Rhinogobius sp.SF ○ ○ ○ ○ ○
46 スズキ目 ハゼ科 カワヨシノボリ Rhinogobius flumineus ○ ○ ○ ○ ○ ○
47 スズキ目 ハゼ科 ヌマチチブ Tridentiger brevispinis ○ ○
48 スズキ目 タイワンドジョウ科 タイワンドジョウ Channa maculata ○
49 スズキ目 タイワンドジョウ科 カムルチー Channa argus ○

合計 28 32 27 22 24 23
注）種名及び分類は基本的に「平成12年度版　河川水辺の国勢調査生物種目録」(財団法人リバーフロント整備センター)に従った。

計６目11科49種
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表 加古川事前調査結果（底生動物：６月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

No. 綱名 目名 科名 和名 学名 St.1-1 St.1-2 St.2 St.3 St.4 St.5 環境省RL
1 普通海綿綱 ザラカイメン目（単骨海綿目） タンスイカイメン科 タンスイカイメン科の一種 Spongillidae sp. ● ●
2 ウズムシ綱（渦虫綱） ウズムシ目（三岐腸目） サンカクアタマウズムシ科 ナミウズムシ Dugesia japonica ● ●
3 マキガイ綱（腹足綱） オキナエビスガイ目（原始腹足目） アマオブネガイ科（＋フネアマガイ科） イシマキガイ Clithon retropictus ● ●
4 ニナ目（中腹足目） リンゴガイ科 スクミリンゴガイ（ジャンボタニシ） Pomacea canaliculata ●
5 タニシ科 ヒメタニシ Sinotaia quadrata histrica ● ● ● ●
6 カワニナ科 クロダカワニナ Semisulcospira kurodai ● ● ● ● 準絶滅危惧
7 チリメンカワニナ Semisulcospira reiniana ● ● ● ●
8 エゾマメタニシ科（マメタニシ科） ヒメマルマメタニシ Bithynia kiusiuensis ● 絶滅危惧II類

9 モノアラガイ目（基眼目） カワコザラガイ科 カワコザラガイ Laevapex nipponica ●
10 モノアラガイ科 ヒメモノアラガイ Austropeplea ollula ● ●
11 コシダカヒメモノアラガイ Galba truncatula ● 情報不足
12 ハブタエモノアラガイ Pseudosuccinea columella ● ● ●
13 モノアラガイ Radix auricularia japonica ● 準絶滅危惧
14 サカマキガイ科 サカマキガイ Physa acuta ● ● ● ● ● ●
15 ヒラマキガイ科（＋インドヒラマキガイ科） ヒラマキミズマイマイ Gyraulus chinensis spirillus ● ●
16 ヒラマキガイモドキ Polypylis hemisphaerula ●
17 ニマイガイ綱（二枚貝綱） イシガイ目 イシガイ科 ドブガイ（タガイ、ヌマガイ） Anodonta woodiana ● ●
19 トンガリササノハガイ Lanceolaria grayana cuspidata ● ● ● 準絶滅危惧
20 イシガイ Unio douglasiae douglasiae ● ● ●
18 イシガイ科（マツカサガイ類）※ Unionidae sp.※ ● 準絶滅危惧
21 ハマグリ目（マルスダレガイ目） シジミ科 Corbicula属の一種 Corbicula sp. ● ● ● ● ● ●
22 ドブシジミ科 ドブシジミ Sphaerium japonicum ●
23 ミミズ綱（貧毛綱） オヨギミミズ目 オヨギミミズ科 Lumbriculus sp. Lumbriculus sp. ● ● ● ●
24 ナガミミズ目 ミズミミズ科 エラオイミズミミズ Branchiodrilus hortensis ●
25 Dero属の一種 Dero sp. ●
26 Nais属の一種 Nais sp. ● ●
27 クロオビミズミミズ Ophidonais serpentina ● ●
28 イトミミズ科 エラミミズ Branchiura sowerbyi ● ● ●
29 ユリミミズ Limnodrilus hoffmeisteri ●
30 イトミミズ科の一種 Tubificidae sp. ●
31 - - ミミズ綱の一種 Oligochaeta sp. ● ●
32 ヒル綱 ウオビル目（吻蛭目） グロシフォニ科 ハバヒロビル Glossiphonia weberi lata ●
33 ヌマビル Helobdella stagnalis ●
34 アタマビル Hemiclepsis marginata ●
35 咽蛭目 イシビル科 シマイシビル Erpobdella lineata ●
36 ナミイシビル Erpobdella octoculata ●
37 イシビル科の一種 Erpobdellidae sp. ● ● ● ●
38 甲殻綱 ワラジムシ目（等脚目） ミズムシ科 ミズムシ（甲殻綱） Asellus hilgendorfi hilgendorfi ● ● ● ●
39 ヨコエビ目（端脚目） キタヨコエビ科 Jesogammarus属の一種 Jesogammarus sp. ● ● ● ● ●
40 マミズヨコエビ科 フロリダマミズヨコエビ Crangonyx floridanus ●
41 エビ目（十脚目） テナガエビ科 ミナミテナガエビ Macrobrachium formosense ●
42 ヒラテテナガエビ Macrobrachium japonicum ●

43 テナガエビ Macrobrachium nipponense ● ● ● ● ●

兵庫RDB

Cﾗﾝｸ

Aﾗﾝｸ

Cﾗﾝｸ

Aﾗﾝｸ
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表 加古川事前調査結果（底生動物：６月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 綱名 目名 科名 和名 学名 St.1-1 St.1-2 St.2 St.3 St.4 St.5 環境省RL
44 甲殻綱 エビ目（十脚目） テナガエビ科 スジエビ Palaemon paucidens ● ● ● ● ●
45 ヌマエビ科 ミゾレヌマエビ Caridina leucosticta ● ● ●
46 ミナミヌマエビ Neocaridina denticulata ● ● ● ● ● ●
47 アメリカザリガニ科 アメリカザリガニ Procambarus clarkii ● ● ● ● ●
48 イワガニ科 クロベンケイガニ Chiromantes dehaani ●
49 モクズガニ Eriocheir japonicus ● ● ● ●
50 サワガニ科 サワガニ Geothelphusa dehaani ● ●
51 昆虫綱 カゲロウ目（蜉蝣目） トビイロカゲロウ科 ヒメトビイロカゲロウ Choroterpes altioculus ● ●
52 オオトゲエラカゲロウ Thraulus grandis ●
53 カワカゲロウ科 キイロカワカゲロウ Potamanthus formosus ● ● ● ●
54 モンカゲロウ科 トウヨウモンカゲロウ Ephemera orientalis ● ●
55 シロイロカゲロウ科 オオシロカゲロウ Ephoron shigae ● ● ●
56 ヒメシロカゲロウ科 Caenis属の一種 Caenis sp. ● ●
57 マダラカゲロウ科 エラブタマダラカゲロウ Torleya japonica ● ●
58 アカマダラカゲロウ Uracanthella rufa ● ●
59 コカゲロウ科 フタバコカゲロウ Baetiella japonica ● ●
60 Hコカゲロウ Tenuibaetis sp.H ● ●
61 Cloeon属の一種 Cloeon sp. ●
62 チラカゲロウ科 チラカゲロウ Isonychia japonica ● ●
63 ヒラタカゲロウ科 シロタニガワカゲロウ Ecdyonurus yoshidae ●
64 エルモンヒラタカゲロウ Epeorus latifolium ●
65 トンボ目（蜻蛉目） イトトンボ科 Cercion属の一種 Cercion sp. ● ● ●
66 Ischnura属の一種 Ischnura sp. ● ● ● ●
67 カワトンボ科 ハグロトンボ Calopteryx atrata ● ● ● ●
68 ヤンマ科 ギンヤンマ Anax parthenope ●
69 コシボソヤンマ Boyeria maclachlani ●
70 サナエトンボ科 ヤマサナエ Asiagomphus melaenops ●
71 Davidius属の一種（若齢） Davidius sp. ● ● ● ●
72 ホンサナエ Gomphus postocularis ● ● ●
73 オナガサナエ Onychogomphus viridicosta ● ● ● ●
74 コオニヤンマ Sieboldius albardae ● ● ● ● ● ●
75 オジロサナエ Stylogomphus suzukii ●
76 エゾトンボ科 オオヤマトンボ Epophthalmia elegans ●
77 コヤマトンボ Macromia amphigena amphigena ● ● ● ● ●
78 トンボ科 マユタテアカネ Sympetrum eroticum ● ●
79 カメムシ目（半翅目） アメンボ科 アメンボ Aquarius paludum paludum ● ● ● ● ●
80 ヒメアメンボ Gerris latiabdominis ● ●
81 カタビロアメンボ科 Microvelia属の一種 Microvelia  sp. ●
82 Pseudovelia属の一種 Pseudovelia sp. ●
83 ミズムシ科 コチビミズムシ Micronecta guttata ● ●
84 チビミズムシ Micronecta sedula ●
85 コオイムシ科 コオイムシ Appasus japonicus ● ● ● 準絶滅危惧

86 Appasus属の一種 Appasus  sp. ● ●

兵庫RDB

Bﾗﾝｸ

Cﾗﾝｸ

要調査種

Bﾗﾝｸ 

要注目種 
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表 加古川事前調査結果（底生動物：６月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No. 綱名 目名 科名 和名 学名 St.1-1 St.1-2 St.2 St.3 St.4 St.5 環境省RL
87 昆虫綱 カメムシ目（半翅目） タイコウチ科 タイコウチ Laccotrephes japonensis ● ● ●
88 ヒメミズカマキリ Ranatra unicolor ●
89 マルミズムシ科 マルミズムシ Paraplea japonica ●
90 トビケラ目（毛翅目） ムネカクトビケラ科 Ecnomus属の一種 Ecnomus sp. ●
91 シマトビケラ科 Cheumatopsyche属の一種 Cheumatopsyche  sp. ● ● ● ●
92 ウルマーシマトビケラ Hydropsyche orientalis ● ● ●
93 オオシマトビケラ Macrostemum radiatum ● ● ● ●
94 エチゴシマトビケラ Potamyia echigoensis ● ●
95 クダトビケラ科 クダトビケラ科の一種 Psychomyiidae sp. ●
96 ヒゲナガカワトビケラ科 ヒゲナガカワトビケラ Stenopsyche marmorata ● ● ● ●
97 ヒメトビケラ科 Hydroptila属の一種 Hydroptila sp. ●
98 カクツツトビケラ科 Goerodes属の一種 Goerodes sp. ● ●
99 エグリトビケラ科 Nothopsyche属の一種NA Nothopsyche sp.NA ●
100 チョウ目（鱗翅目） ツトガ科 Parapoynx属の一種 Parapoynx sp. ●
101 ハエ目（双翅目） ガガンボ科 Antocha属の一種 Antocha sp. ●
102 Tipula属の一種 Tipula  sp. ● ● ● ●
103 ユスリカ科 Procladius属の一種 Procladius sp. ●
104 Tanypus属の一種 Tanypus sp. ●
105 モンユスリカ亜科の一種 Tanypodinae sp. ● ● ●
106 Cricotopus属の一種 Cricotopus sp. ● ● ● ●
107 セスジユスリカ Chironomus yoshimatsui ●
108 Chironomus属の一種 Chironomus sp. ● ● ●
109 Cladotanytarsus属の一種 Cladotanytarsus sp ● ●
110 Cryptochironomus属の一種 Cryptochironomus sp. ●
111 Dicrotendipes属の一種 Dicrotendipes sp. ●
112 Lipiniella属の一種 Lipiniella sp. ● ● ● ●
113 Polypedilum属の一種 Polypedilum  sp. ● ● ● ● ● ●
114 Stictochironomus属の一種 Stictochironomus sp. ● ● ● ● ● ●
115 Tanytarsus属の一種 Tanytarsus sp. ● ●
116 ユスリカ亜科の一種 Chironominae sp. ●
117 ミズアブ科 Odontomyia属の一種 Odontomyia sp. ● ● ●
118 ハナアブ科 ハナアブ科の一種 Syrphidae sp. ●
119 コウチュウ目（鞘翅目） ゲンゴロウ科 チビゲンゴロウ Guignotus japonicus ●
120 モンキマメゲンゴロウ Platambus pictipennis ● ●
121 コガシラミズムシ科 マダラコガシラミズムシ Haliplus sharpi ● 準絶滅危惧
122 コガシラミズムシ Peltodytes intermedius ●
123 ガムシ科 トゲバゴマフガムシ Berosus lewisius ●
124 セマルガムシ Coelostoma stultum ●
125 キイロヒラタガムシ Enochrus simulans ● ● ● ● ●
126 ヒメシジミガムシ Laccobius fragilis ●
127 ヒメガムシ Sternolophus rufipes ● ● ●
128 ガムシ科の一種（幼虫） Hydrophilidae sp. ● ●

129 ヒメドロムシ科 ヨコミゾドロムシ Leptelmis gracilis ● 絶滅危惧Ｉ類

兵庫RDB

要注目種 

要調査種
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表 加古川事前調査結果（底生動物：６月） 

 

 

 

 

 

No. 綱名 目名 科名 和名 学名 St.1-1 St.1-2 St.2 St.3 St.4 St.5 環境省RL
130 昆虫綱 コウチュウ目（鞘翅目） ヒメドロムシ科 イブシアシナガドロムシ Stenelmis nipponica ● ●
131 アシナガミゾドロムシ Stenelmis vulgaris ●
132 ヒメドロムシ亜科の一種（幼虫） Elminae sp. ● ● ● ●
133 ヒラタドロムシ科 Eubrianax属の一種 Eubrianax  sp. ● ●
134 Mataeopsephus属の一種 Mataeopsephus sp. ● ● ● ●
135 コケムシ綱 掩喉目 オオマリコケムシ科 オオマリコケムシ Pectinatella magnifica ● ● ●

9綱 23目 67科 135種 地点別種数 44 57 65 48 60 59 9種
※：本種はニセマツカサガイか、もしくはマツカサガイのいずれかである。

兵庫RDB

11種
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表 加古川事前調査結果（鳥類） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
表 加古川事前調査結果（哺乳類） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成17年５～６月

和名 学名

カイツブリ カイツブリ 1 カイツブリ Tachybaptus ruficollis 留鳥 ○
2 カンムリカイツブリ Podiceps cristatus 冬鳥 ○

ペリカン ウ 3 カワウ Phalacrocorax carbo 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
コウノトリ サギ 4 ゴイサギ Nycticorax nycticorax 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○

5 ササゴイ Butorides striatus 夏鳥 ○ ○
6 アマサギ Bubulcus ibis 夏鳥 ○
7 ダイサギ Egretta alba 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
8 チュウサギ Egretta intermedia 夏鳥 ○ ○ ○ ○ ○
9 コサギ Egretta garzetta 留鳥 ○ ○ ○
10 アオサギ Ardea cinerea 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カモ カモ 11 オシドリ Aix galericulata 冬鳥 ○
12 マガモ Anas platyrhynchos 冬鳥 ○
13 カルガモ Anas poecilorhyncha 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
14 ウミアイサ Mergus serrator 冬鳥 ○

タカ タカ 15 ミサゴ Pandion haliaetus 留鳥 ○ ○ ○
16 トビ Milvus migrans 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ハヤブサ 17 ハヤブサ Falco peregrinus 冬鳥 ○
キジ キジ 18 コジュケイ Bambusicola thoracica 留鳥 ○ ○

19 キジ Phasianus colchicus 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○
チドリ チドリ 20 コチドリ Charadrius dubius 夏鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○

21 イカルチドリ Charadrius placidus 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○
22 ケリ Vanellus cinereus 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○

シギ 23 アオアシシギ Tringa nebularia 留鳥 ○
24 イソシギ Actitis hypoleucos 留鳥 ○ ○

ハト ハト 25 ドバト Columba livia var.domesticus 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○
26 キジバト Streptopelia orientalis 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
27 アオバト Sphenurus sieboldii 留鳥 ○

カッコウ カッコウ 28 ホトトギス Cuculus poliocephalus 夏鳥 ○ ○
ブッポウソウカワセミ 29 カワセミ Alcedo atthis 留鳥 ○ ○ ○ ○
キツツキ キツツキ 30 コゲラ Dendrocopos kizuki 留鳥 ○ ○
スズメ ヒバリ 31 ヒバリ Alauda arvensis 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ツバメ 32 ツバメ Hirundo rustica 夏鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
33 コシアカツバメ Hirundo daurica 夏鳥 ○ ○
34 イワツバメ Delichon urbica 夏鳥 ○

セキレイ 35 キセキレイ Motacilla cinerea 留鳥 ○ ○
36 ハクセキレイ Motacilla alba 冬鳥 ○ ○ ○ ○ ○
37 セグロセキレイ Motacilla grandis 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ヒヨドリ 38 ヒヨドリ Hypsipetes amaurotis 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
モズ 39 モズ Lanius bucephalus 留鳥 ○ ○ ○ ○
ウグイス 40 ウグイス Cettia diphone 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○

41 オオヨシキリ Acrocephalus arundinaceus 夏鳥 ○ ○ ○ ○
42 セッカ Cisticola juncidis 夏鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○

シジュウカラ 43 シジュウカラ Parus major 留鳥 ○
ホオジロ 44 ホオジロ Emberiza cioides 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
アトリ 45 カワラヒワ Carduelis sinica 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

46 イカル Eophona personata 留鳥 ○
ハタオリドリ 47 スズメ Passer montanus 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ムクドリ 48 ムクドリ Sturnus cineraceus 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
カラス 49 カケス Garrulus glandarius 留鳥 ○

50 ハシボソガラス Corvus corone 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
51 ハシブトガラス Corvus macrorhynchos 留鳥 ○ ○ ○ ○ ○ ○

32 29 30 34 30 26 32
注1）種名及び分類は「平成12年度版　河川水辺の国勢調査生物種目録」（財団法人リバーフロント整備センター）に従った。
注2）渡り区分は｢兵庫県の野鳥Ⅰ、Ⅱ｣(兵庫県、1995年)、｢日本の野鳥590｣(平凡社、2000年)による。

St.3 St.4№ St.5St.2

12目25科51種

St.1-1 St.1-2 St.1-3目 科
種名

渡り区分

平成17年５～６月

和　　名 学　　名 St.1-1 St.1-2 St.1-3
1 モグラ モグラ コウベモグラ Mogera wogura ○ ○ ○ ○
2 コウモリ － コウモリ(翼手）目の一種 CHIROPTERA sp. ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
3 ネズミ ネズミ アカネズミ Apodemus speciosus ○ ○
4 ハツカネズミ Mus musculus ○
5 ヌートリア ヌートリア Myocastor coypus ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 外来種
6 ネコ イヌ タヌキ Nyctereutes procyonoides ○ ○
7 キツネ Vulpus vulpus ○
8 イタチ イタチ属の一種 Mustela sp. ○ ○ ○ ○
合計 4種 4種 3種 3種 5種 5種 4種
注1）種名及び分類は「平成12年度版　河川水辺の国勢調査生物種目録」(財団法人リバーフロント整備センター)に従った。

注2）外来種の選定根拠については「外来種ハンドブック」（日本生態学会編．2002）に従った。

注3）コウベモグラは塚・坑道の生息痕による確認であることから、分布域によりコウベモグラと同定した。

注4）コウモリ(翼手)目の一種はバットディテクターによる確認(周波数は約45kHz)のみであることから、コウモリ(翼手)目の一種と同定した。

注5）イタチ属の一種は足跡による確認であり、当該調査地に生息していると考えられるチョウセンイタチとイタチとの識別は困難であることから、イタチ属の一種と同定した。

№ 目名 科名
種　　　名

St.5 備　考

4目6科8種

St.1
St.2 St.3 St.4
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表 加古川事前調査結果（両生類） 
平成17年５～６月

和　　名 学　　名 St.1-1 St.1-2 St.1-3
1 カエル アマガエル アマガエル Hyla japonica ○ ○ ○ ○ ○
2 アカガエル トノサマガエル Rana nigromaculata ○
3 ヌマガエル Rana limnocharis ○ ○ ○ ○
4 ウシガエル Rana catesbeiana ○ ○ 外来種
合計 0種 3種 0種 3種 2種 1種 3種 －
注1）種名及び分類は「平成12年度版　河川水辺の国勢調査生物種目録」（財団法人リバーフロント整備センター）に従った。

注2）外来種の選定根拠については「外来種ハンドブック」（日本生態学会編．2002）に従った。

St.1
St.2 St.3 備　考St.5

種　　　名

1目2科4種

№ 目名 科名 St.4

 
 

表 加古川事前調査結果（爬虫類） 
平成17年５～６月

和　　名 学　　名 St.1-1 St.1-2 St.1-3
1 カメ イシガメ クサガメ Chinemys　reevesii ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
2 ミシシッピアカミミガメ Trachemys scripta elegans ○ ○ ○ ○ ○ 外来種
3 イシガメ Mauremys japonica ○
4 トカゲ ヘビ シマヘビ Elaphe quadrivirgata ○
5 アオダイショウ Elaphe climacophora ○
6 クサリヘビ マムシ Agkistrodon blomhoffii ○

合計 4種 2種 2種 1種 2種 2種 3種 －
注1）種名及び分類は「平成12年度版　河川水辺の国勢調査生物種目録」(財団法人リバーフロント整備センター)に従った。

注2）外来種の選定根拠については「外来種ハンドブック」（日本生態学会編．2002）に従った。

2目3科5種

St.2 St.3 備　考
St.1

№ 目名 科名
種　　　名

St.4 St.5

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 事前調査結果（陸上昆虫類）：地点別科種数 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科数 種数 科数 種数 科数 種数 科数 種数 科数 種数 科数 種数 科数 種数 科数 種数
クモ目 8 15 5 14 4 9 8 20 6 12 5 11 9 14 13 44
トビムシ目 1 1 1 1 1 1 2 2 2 2
カゲロウ目 3 3 1 1 3 3 2 2 2 2 1 1 5 6
トンボ目 2 3 5 7 1 1 1 2 2 2 1 1 5 8
バッタ目 2 4 1 1 1 1 2 4
ハサミムシ目 1 1 1 1 1 1
カメムシ目 9 20 13 24 4 6 10 21 6 9 9 16 9 13 19 51
アミメカゲロウ目 1 1 1 2 1 2 2 3 1 1 1 1 2 5
コウチュウ目 16 40 14 41 8 23 25 92 13 41 15 49 16 41 32 168
ハチ目 6 14 7 12 2 2 10 19 2 9 9 17 7 12 13 38
シリアゲムシ目 1 1 1 1 1 1 1 1
ハエ目 15 24 16 23 6 7 15 27 12 16 9 13 10 13 26 50
トビケラ目 4 5 5 5 5 10 5 9 4 10 9 13 9 19
チョウ目 11 20 11 29 5 5 15 56 6 6 9 21 10 14 23 95
合計 76 146 79 159 31 55 97 258 57 109 66 143 76 126 153 492

目名
St.3 St.4 St.5 合計St.1-1 St.1-2 St.1-3 St.2
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表 事前調査結果（陸上昆虫類）（1） 
平成17年５月

No. 目名 科名 種名 学名 St.1-1 St.1-2 St.1-3 St.2 St.3 St.4 St.5
1 クモ目 ヒメグモ科 ツリガネヒメグモ属の一種 Achaearanea sp. ●
2 サラグモ科 クロケシグモ Agyneta nigra (Oi) ●
3 コデーニッツサラグモ Doenitzius pruvus Oi ●
4 マルムネヒザグモ Erigone edentata Saito & Ono ● ●
5 ノコギリヒザグモ Erigone prominens Bos. & Str. ● ● ● ● ● ●
6 ニセアカムネグモ Gnathonarium exsiccatum (Bos. & Str.) ●
7 Nippononeta属の一種 Nippononeta sp. ●
8 セスジアカムネグモ Ummeliata insecticeps (Bos. & Str.) ● ●
9 アカムネグモ属の一種 Ummeliata sp. ●
10 サラグモ科の一種 Linyphiidae sp. ● ● ● ●
11 アシナガグモ科 トガリアシナガグモ Tetragnatha caudicula (Karsch) ● ● ● ● ● ●
12 ヤサガタアシナガグモ Tetragnatha maxillosa Thorell ● ●
13 アシナガグモ Tetragnatha praedonia L. Koch ● ● ● ● ● ●
14 ウロコアシナガグモ Tetragnatha squamata Karsch ● ● ● ● ●
15 アシナガグモ属の一種 Tetragnatha sp. ● ● ● ● ● ● ●
16 コガネグモ科 オニグモ属の一種 Araneus sp. ●
17 コガネグモダマシ Larinia argiopiformis Bos. & Str. ●
18 コガネグモダマシ属の一種 Larinia sp. ●
19 ドヨウオニグモ Neoscona adianta (Walckenaer) ● ● ● ● ● ● ●
20 コガネグモ科の一種 Araneidae sp. ●
21 コモリグモ科 フジイコモリグモ Arctosa fujiii Tanaka ●
22 イナダハリゲコモリグモ Pardosa agraria Tanaka ● ● ● ●
23 ハリゲコモリグモ Pardosa laura Karsch ●
24 オオアシコモリグモ属の一種 Pardosa sp. ●
25 イモコモリグモ Pirata piratoides (Bos. & Str.) ● ● ●
26 キバラコモリグモ Pirata subpiraticus (Bos. & Str.) ●
27 カイゾクコモリグモ属の一種 Pirata sp. ● ●
28 アライトコモリグモ Trochosa ruricola (De Geer) ● ●
29 コモリグモ科の一種 Lycosidae sp. ●
30 タナグモ科 タナグモ科の一種 Agelenidae sp. ●
31 ハグモ科 ハグモ属の一種 Dictyna sp. ●
32 ガケジグモ科 ガケジグモ科の一種 Amaurobiidae sp. ●
33 ウエムラグモ科 コツブウラシマグモ Phrurolithus sinicus Zhu & Mei ●
34 フクログモ科 アシナガコマチグモ Cheiracanthiuｍ eutittha Bos. & Str. ●
35 カバキコマチグモ Cheiracanthiuｍ japonicum Bos. & Str. ●
36 コマチグモ属の一種 Cheiracanthium sp. ● ●
37 マダラフクログモ Clubiona deletrix O.P.-Cambridge ●
38 フクログモ属の一種 Clubiona sp. ●
39 ワシグモ科 エビチャヨリメケムリグモ Drassyllus sanmenensis Platnick & Song ● ●
40 メキリグモ Gnaphosa kompirensis Bos. & Str. ●
41 カニグモ科 ハナグモ Misumenops tricuspidatus (Fabricius) ● ● ● ●
42 ガザミグモ Pistius undulatus Karsch ●
43 ハエトリグモ科 オスクロハエトリ Mendoza canestrinii (Niini in Canestrini & Pavei) ● ●
44 Mendoza属の一種 Mendoza sp. ● ●
45 トビムシ目 イボトビムシ科 イボトビムシ科の一種 Neanuridae sp. ● ● ● ●
46 アヤトビムシ科 アヤトビムシ科の一種 Entomobryidae sp. ●
47 カゲロウ目 コカゲロウ科 フタバコカゲロウ Baetiella japonica (Imanishi) ● ●
48 Baetis属の一種 Baetis sp. ● ● ●
49 ヒラタカゲロウ科 Ecdyonurus属の一種 Ecdyonurus sp. ●
50 カワカゲロウ科 キイロカワカゲロウ Potamanthus (Potamanthodes) formosus Eaton ● ● ●
51 モンカゲロウ科 トウヨウモンカゲロウ Ephemera orientalis McLachlan ●
52 ヒメシロカゲロウ科 ヒメシロカゲロウ属の一種 Caenis sp. ● ●
53 トンボ目 イトトンボ科 クロイトトンボ Cercion calamorum calamorum (Ris) ●
54 アジアイトトンボ Ischnura aciatica Brauer ● ●
55 アオモンイトトンボ Ischnura senegalensis (Rambur) ● ● ● ●
56 カワトンボ科 ハグロトンボ Calopteryx atrata Selys ●
57 サナエトンボ科 ヤマサナエ Asiagomphus melaenops (Selys) ● ●
58 ヤンマ科 ギンヤンマ Anax parthenope julius Brauer ●
59 トンボ科 シオカラトンボ Orthetrum albistylum speciosum (Uhler) ● ● ● ●
60 コシアキトンボ Pseudothemis zonata Burmeister ●
61 バッタ目 バッタ科 ツチイナゴ Patanga japonica (Bolivar) ● ● ●
62 ヒシバッタ科 トゲヒシバッタ Criotettix japonicus (de Haan) ●
63 ハネナガヒシバッタ Euparatettix insularis Bei-Bienko ●
64 ハラヒシバッタ Tetrix japonica (Bolivar) ●
65 ハサミムシ目 オオハサミムシ科 オオハサミムシ Labidura riparia japonica (de Haan) ● ●
66 カメムシ目 ヒシウンカ科 Kuvera属の一種 Kuvera sp. ●
67 アワフキムシ科 ハマベアワフキ Aphrophora maritima Matsumura ● ●
68 イシダアワフキ Tabiphora ishidae (Matsumura) ●
69 クロヒラタヨコバイ科 クロヒラタヨコバイ Penthimia nitida Lethierry ● ●
70 フトヨコバイ科 Pagaronia属の一種 Pagaronia sp. ● ● ●
71 ヨコバイ科 ヨコバイ科の一種 Deltocephalidae sp. ● ● ● ● ● ● ●
72 キジラミ科 キジラミ科の一種 Psyllidae sp. ●
73 アブラムシ科 アブラムシ科の一種 Aphididae sp. ● ● ● ●
74 アメンボ科 アメンボ Gerris (Aquarius) paludum paludum (Fabricius) ● ●
75 ミズギワカメムシ科 ミズギワカメムシ属の一種 Saldula sp. ●
76 コオイムシ科 コオイムシ Diplonychus japonicus Vuillefroy ●
77 カスミカメムシ科 ノイバラホソカスミカメ Dicyphus miyamotoi Yasunaga ● ●
78 ブチヒゲクロカスミカメ Adelphocoris triannulatus (Stal) ● ●
79 ナカグロカスミカメ Adelphocoris suturalis (Jakovlev) ● ● ●
80 ツマグロアオカスミカメ Apolygus spinolae (Meyer-Dur) ● ● ● ● ●
81 ニセフタモンアカカスミカメ Apolygus subhilaris Yasunaga ●  

 

 

 

 

 

表 事前調査結果（陸上昆虫類）（2） 
No. 目名 科名 種名 学名 St.1-1 St.1-2 St.1-3 St.2 St.3 St.4 St.5
82 ツマグロハギカスミカメ Apolygus subpulchellus Kerzhner ● ●
83 ツヤコアオカスミカメ Apolygus watajii T.Yasunaga et M.Yasunaga ●
84 Apolygus属の一種 Apolygus sp. ● ● ● ●
85 セダカマルカスミカメ Pachylygus japonicus (Kerzhner) ●
86 アカスジカスミカメ Stenotus rubrovittatus Matsumura ● ● ● ● ● ●
87 クロマルカスミカメ Orthocephalus funestus Jakovlev ● ● ●
88 ヒョウタンカスミカメ Pilophorus setulosus Horvath ● ● ● ●
89 キアシクロホソカスミカメ Phylus miyamotoi Yasunaga ●
90 シラゲヨモギカスミカメ Plagiognathus albipennis (Fallen) ●
91 ヒメヨモギカスミカメ Plagiognathus yomogi Miyamoto ● ● ● ●
92 クリトビカスミカメ Psallus (Phylidea) castaeae Josifov ●
93 カスミカメムシ科の一種 Miridae sp. ●
94 ハナカメムシ科 コヒメハナカメムシ Orius minutus (Linnaeus) ● ● ●
95 ナミヒメハナカメムシ Orius (Heterorius) sauteri (Poppius) ● ● ●
96 タイリクヒメハナカメムシ Orius (Heterorius) similis Zheng ●
97 グンバイムシ科 アワダチソウグンバイ Corythucha marmorata ● ● ●
98 ナガカメムシ科 ヒメナガカメムシ Nysius plebejus Distant ● ●
99 Nysius属の一種 Nysius sp. ●
100 コバネナガカメムシ Dimorphopterus pallipes (Distant) ● ● ●
101 ナガカメムシ科の一種 Lygaeidae sp. ●
102 ホソヘリカメムシ科 ホソヘリカメムシ Riptortus clavatus (Thunberg) ●
103 ヘリカメムシ科 ヒメトゲヘリカメムシ Coriomeris scabricornis (Panzer) ●
104 ホソハリカメムシ Cletus punctiger (Dallas) ● ● ●
105 ヒメヘリカメムシ科 アカヒメヘリカメムシ Rhopalus maculatus (Fieber) ●
106 ケブカヒメヘリカメムシ Rhopalus sapporensis (Matsumura) ●
107 ブチヒゲヘリカメムシ Stictopleurus punctatonervosus (Goeze) ●
108 マルカメムシ科 マルカメムシ Megacopta punctatissima (Montandon) ● ●
109 カメムシ科 アカスジカメムシ Graphosoma rubrolineatum (Westwood) ● ●
110 ウズラカメムシ Aelia fieberi Scott ● ●
111 ナガメ Eurydema rugosa Motschulsky ● ● ● ●
112 トゲシラホシカメムシ Eysarcoris aeneus Scopoli ● ●
113 シラホシカメムシ Eysarcoris ventralis (Westwood) ●
114 アオクサカメムシ Nezara antennata Scott ●
115 イチモンジカメムシ Piezodorus hybneri (Gmelin) ●
116 チャバネアオカメムシ Plautia crossota stali Scott ● ●
117 アミメカゲロウ目 ヒメカゲロウ科 ミヤマヒメカゲロウ Hemerobius humulinus Linnaus ●
118 Hemerobius属の一種 Hemerobius sp. ● ● ●
119 ホソバヒメカゲロウ Micromus multipunctatus Matsumura ●
120 クサカゲロウ科 ヨツボシクサカゲロウ Chrysopa (Chrysopa) pallens ●
121 ニッポンクサカゲロウ Chrysoperla carnea (Stephens) ● ● ● ●
122 コウチュウ目 オサムシ科 エゾカタビロオサムシ Campalita chinense (Kirby) ●
123 ヤコンオサムシ Carabus yaconinus yaconinus Bates ● ● ● ●
124 カワチマルクビゴミムシ Nebria lewisi Bates ●
125 アオミズギワゴミムシ Bembidion chloreum Bates ● ●
126 ヒラタコミズギワゴミムシ Tachyura exarata (Bates) ●
127 ウスモンコミズギワゴミムシ Tachyura fuscicauda (Bates) ● ●
128 ヨツモンコミズギワゴミムシ Tachyura laetifica (Bates) ● ●
129 キアシヌレチゴミムシ Patrobus flavipes Motschulsky ● ●
130 トックリナガゴミムシ Pterostichus haptoderoides japanensis Lutshnik ●
131 コホソナガゴミムシ Pterostichus longinquus Bates ●
132 コガシラナガゴミムシ Pterostichus microcephalus (Motschulsky) ● ●
133 キンナガゴミムシ Pterostichus planicollis (Motschulsky) ●
134 オオクロナガゴミムシ Pterostichus prolongatus Morawitz ●
135 アシミゾナガゴミムシ Pterostichus sulcitarsis Morawitz ● ● ●
136 アオグロヒラタゴミムシ Agonum chalcomus (Bates) ● ● ● ●
137 タンゴヒラタゴミムシ Agonum leucopus (Bates) ●
138 オオアオモリヒラタゴミムシ Colpodes buchanani Hope ●
139 オオクロツヤヒラタゴミムシ Synuchus (Crepidactyla) nitidus (Motschulsky) ● ●
140 ヒメツヤヒラタゴミムシ Synuchus (Synuchus) dulcigradus (Bates) ● ●
141 ニセマルガタゴミムシ Amara (Amara) congrua Morawitz ● ●
142 ホシボシゴミムシ Anisodactylus punctatipennis Morawitz ● ● ● ●
143 オオホシボシゴミムシ Anisodactylus sadoensis Schauberger ●
144 キイロチビゴモクムシ Acupalpus inornatus Bates ● ●
145 キベリゴモクムシ Anoplogenius cyanescens (Hope) ●
146 ミドリマメゴモクムシ Stenolophus difficilis (Hope) ●
147 マメゴモクムシ Stenolophus fulvicornis Bates ●
148 ニセコガシラアオゴミムシ Chlaenius kurosawai Kasahara ●
149 アトボシアオゴミムシ Chlaenius naeviger Morawitz ●
150 アオゴミムシ Chlaenius pallipes Gebler ● ● ● ●
151 キボシアオゴミムシ Chlaenius posticalis Motschulsky ●
152 コガシラアオゴミムシ Chlaenius variicornis Morawitz ●
153 スジミズアトキリゴミムシ Apristus grandis Andrewes ●
154 クビボソゴミムシ Galerita orientalis Schmidt-Gobel ●
155 フタホシスジバネゴミムシ Planetes puncticeps Andrewes ●
156 ホソクビゴミムシ科 ミイデラゴミムシ Pheropsophus jessoensis Morawitz ● ●
157 ガムシ科 ウスモンケシガムシ Cercyon laminatus Sharp ●
158 キバネケシガムシ Cercyon quisquilius (Linnaeus) ●
159 シデムシ科 オオサカヒラタシデムシ Eusilpha jakowlewi similator Shibata ● ●
160 オオヒラタシデムシ Eusilpha japonica (Motschulsky) ● ● ● ●
161 ハネカクシ科 アバタセスジハネカクシ Anotylus antennarius (Bernhauer) ● ● ●
162 ルイスセスジハネカクシ Anotylus lewisius (Sharp) ● ● ● ●
163 ユミセミゾハネカクシ Thinodromus sericatus (Sharp) ● ● ●
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表 事前調査結果（陸上昆虫類）（3） 
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表 事前調査結果（陸上昆虫類）（4） 

 No. 目名 科名 種名 学名 St.1-1 St.1-2 St.1-3 St.2 St.3 St.4 St.5
164 オオマルズハネカクシ Domene crassicornis arp) ●
165 アオバアリガタハネカクシ Paederus fuscipes (Curtis) ●
166 ウスアカバホソハネカクシ Othius medius Sharp ●
167 クロサビイロハネカクシ Ocypus lewisius Sharp ●
168 マルハナノミ科 トビイロマルハナノミ Scirtes japonicus Kiese wetter ● ●
169 クワガタムシ科 ヒラタクワガタ Serrognathus platymelus pilifer (Snellen van Vollenhoven) ●
170 コガネムシ科 ホソケシマグソコガネ Trichiorhyssemus asperulus (Waterhouse) ●
171 クロコガネ Holotrichia kiotoensis Brenske ●
172 コクロコガネ Holotrichia picea Waterhouse ●
173 ヒメビロウドコガネ Maladera orientalis (Motschlsky) ●
174 ダイセンビロウドコガネ Nipponoserica daisensis daisensis (Sawada) ● ●
175 コイチャコガネ Adoretus tenuimaculatus Waterhouse ●
176 ドウガネブイブイ Anomala cuprea (Hope) ● ●
177 ハンノヒメコガネ Anomala puncticollis Harold ●
178 ヒメコガネ Anomala rufocuprea Motschulsky ● ●
179 カタモンコガネ Blitopertha conspurcata (Harold) ●
180 セマダラコガネ Blitopertha orientalis (Waterhouse) ●
181 マメコガネ Popillia japonica Newmann ● ●
182 コアオハナムグリ Oxycetonia jucunda (Faldermann) ● ●
183 シロテンハナムグリ Protaetia orientalis submarumorea (Burmeister) ●
184 マルトゲムシ科 シラフチビマルトゲムシ Simplocaria bicolor Pic ● ●
185 ヒラタドロムシ科 チビヒゲナガハナノミ Ectopria opaca (Kiesen etter) ●
186 クシヒゲマルヒラタドロムシ Eubrianax granicollis Lewis ●
187 マスダチビヒラタドロムシ Psephenoides japonicus Masuda ● ● ●
188 ナガドロムシ科 タテスジナガドロムシ Heterocerus fenestratus Thunberg ● ● ●
189 タマムシ科 シラケナガタマムシ Agrilus pilosovittatus E.Saunders ●
190 クズノチビタマムシ Trachys auricollis E.Saunders ●
191 コメツキムシ科 ヒゲコメツキ Pectocera fortunei Candeze ●
192 マダラチビコメツキ Aeoloderma agnatum (Candeze) ● ●
193 サビキコリ Agrypnus binodulus binodulus (Motschulsky) ● ●
194 ホソサビキコリ Agrypnus fuliginosus (Candeze) ●
195 アカアシオオクシコメツキ Melanotus cete Candeze ●
196 クシコメツキ Melanotus legatus legatus Candeze ● ● ●
197 クロクシコメツキ Melanotus senilis senilis Candeze ● ● ● ● ●
198 ヨツモンミズギワコメツキ Migiwa quadrillum (Candeze) ●
199 クロツヤミズギワコメツキ Neohypdonus telluris (Lewis) ● ● ● ●
200 ジョウカイボン科 ムネアカクロジョウカイ Athemellus adusticollis (Kiesenwetter) ●
201 ジョウカイボン Athemus suturellus suturellus (Motschulsky) ● ● ●
202 セボシジョウカイ Athemus vitellinus (Kiesenwetter) ●
203 クビボソジョウカイ Podabrus heydeni Kiesenwetter ●
204 カワラニンフジョウカイ Podabrus owarianus ● ● ●
205 ホッカイジョウカイ Wittmercantharis vu a (Lewis) ● ● ●
206 エグリマメジョウカイ Podosilis omissa (Wittmar) ● ● ●
207 カツオブシムシ科 ヒメマルカツオブシムシ Anthrenus verbasci (Linnaeus) ●
208 ジョウカイモドキ科 ツマキアオジョウカイモドキ Malachius prolongatus Motschulsky ●
209 ケシキスイ科 クリイロデオキスイ Carpophilus marginellus Motschulsky ●
210 クロモンムクゲケシキスイ Aethina maculicollis Reitter ● ●
211 モンチビヒラタケシキスイ Haptoncus ocularis (Fairmaire) ● ● ● ● ●
212 キスイムシ科 ケナガセマルキスイ Atomaria horridula Reitter ● ●
213 テントウムシ科 ババヒメテントウ Scymnus (Neopullus) babai Sasaji ●
214 クロヘリヒメテントウ Scymnus (Neopullus) hoffmanni Weise ● ●
215 コクロヒメテントウ Scymnus (Pullus) posticalis Sicard ● ● ●
216 ムーアシロホシテントウ Calvia (Eocaria) muiri (Timberlake) ●
217 ナナホシテントウ Coccinella septempunctata Linnaeus ● ● ● ● ● ● ●
218 ナミテントウ Harmonia axyridis (Pallas) ● ● ● ● ● ● ●
219 ジュウサンホシテントウ Hippodamia tredecimpunctata timberlakei Capra ● ●
220 ヒメカメノコテントウ Propylea japonica (Thunberg) ● ● ● ● ● ●
221 ヒメマキムシ科 ウスチャケシマキムシ Cortinicara gibbosa (Herbst) ●
222 ハナノミ科 クロヒメハナノミ Mordellistena comes Marseul ● ● ●
223 カミキリモドキ科 モモブトカミキリモドキ Oedemeronia lucidicollis (Motschulsky) ●
224 アオカミキリモドキ Xanthochroa waterhousei Harold ● ●
225 アリモドキ科 ヨツボシホソアリモドキ Pseudoleptaleus valgipes (Marseul) ●
226 ハナノミダマシ科 クロフナガタハナノミ Anaspis marseuli Csiki ● ●
227 クチキムシ科 クチキムシ Allecula melanaria Maklin ●
228 クリイロクチキムシ Borboresthes acicularis (Marseul) ● ● ●
229 ゴミムシダマシ科 ヒメスナゴミムシダマシ Gonocephalum persimile (Lewis) ●
230 スジコガシラゴミムシダマシ Heterotarsus carinula Marseul ●
231 カミキリムシ科 ヒメクロトラカミキリ Rhaphuma diminuta (Bates) ●
232 ベニカミキリ Purpuricenus temminckii (Guerin-Meneville) ● ●
233 コブスジサビカミキリ Atimura japonica Bates ●
234 ヒシカミキリ Microlera ptinoides Ba ●
235 シロスジカミキリ Batocera lineolata Chevrolat ●
236 ラミーカミキリ Paraglenea fortunei (Saunders) ● ●
237 キクスイカミキリ Phytoecia rufiventris Gautier ● ●
238 ハムシ科 スゲクビボソハムシ Lema dilecta Baly ●
239 キイロナガツツハムシ Smaragdina nipponensis (Chujo) ●
240 ムナキルリハムシ Smaragdina semiaurantiaca (Fairmaire) ● ●
241 バラルリツツハムシ Cryptocephalus approximatus Baly ● ●
242 ドウガネツヤハムシ Oomorphoides cupreatus (Baly) ●
243 アオバネサルハムシ Basilepta fulvipes (Motschulsky) ● ●
244 イモサルハムシ Colasposoma dauricum Mannerheim ● ● ● ●
245 ヨモギハムシ Chrysolina aurichalcea (Mannerheim) ●

No. 目名 科名 種名 学名 St.1-1 St.1-2 St.1-3 St.2 St.3 St.4 St.5
246 ヤナギハムシ Chrysomela vigintipunctata (Scopoli) ● ● ● ● ● ●
247 コガタルリハムシ Gastrophysa atrocyanea Motschulsky ● ● ● ● ●
248 ヤツボシハムシ Gonioctena nigroplagiata Baly ●
249 フジハムシ Gonioctena rubripennis Baly ●
250 ヤナギルリハムシ Plagiodera versicolora (Laicharting) ● ● ● ● ● ●
251 ウリハムシ Aulacophora femoralis (Motschulsky) ● ● ●
252 クロウリハムシ Aulacophora nigripennis Motschulsky ● ●
253 クワハムシ Fleutiauxia armata (Baly) ● ● ● ● ● ●
254 ニレハムシ Pyrrhalta maculicollis (Motschulsky) ● ●
255 ルリウスバハムシ Stenoluperus cyaneus (Baly) ●
256 オオアカマルノミハムシ Argopus clypeatus Baly ● ●
257 スズキミドリトビハムシ Crepidodera sahalinensis Konstantinov ● ● ● ●
258 オオバコトビハムシ Longitarsus scutellaris (Rey) ●
259 ルリマルノミハムシ Nonarthra cyanea Baly ●
260 チャバネツヤハムシ Phygasia fulvipennis (Baly) ● ●
261 キスジノミハムシ Phyllotreta striolata (Fabricius) ●
262 ダイコンナガスネトビハムシ Psylliodes subrugosa Jacoby ● ● ● ● ● ●
263 オトシブミ科 クロケシツブチョッキリ Auletobius (Aletinus) uniformis (Roelofs) ●
264 ホソクチゾウムシ科 ケブカホソクチゾウムシ Apion griseopubescens Roelofs ● ●
265 ゾウムシ科 イコマケシツチゾウムシ Trachyphloeosoma advena Zimmerman ●
266 シロコブゾウムシ Episomus turritus (Gyllenhal) ●
267 ワモンヒョウタンゾウムシ Sympiezomias lewisi (Roelofs) ●
268 コフキゾウムシ Eugnathus distinctus Roelofs ● ● ●
269 チビコフキゾウムシ Sitona japonicus Roelofs ● ●
270 アルファルファタコゾウムシ Hypera postica (Gyllenhal) ● ● ● ● ● ● ●
271 ヤサイゾウムシ Listroderes costirostris Schoenherr ●
272 ナガカツオゾウムシ Lixus depressipennis Roelofs ●
273 カツオゾウムシ Lixus impressiventris Roelofs ●
274 モンイネゾウモドキ Dorytomus maculipennis Roelofs ●
275 エノキノミゾウムシ Rhynchaenus (Orchestes) horii Kono ● ●
276 カシワノミゾウムシ Rhynchaenus (Orchestes) japonicus (Hustache) ● ●
277 ニレノミゾウムシ Rhynchaenus (Orchestes) mutabilis (Boheman) ● ● ● ●
278 イチゴハナゾウムシ Anthonomus bisignifer Schenkling ●
279 ジュウジチビシギゾウムシ Curculio pictus (Roelofs) ●
280 クワヒメゾウムシ Baris deplanata Roelofs ● ●
281 コブナシクチブトサルゾウムシ Rhinoncus perpendicularis Reich ●
282 タデノクチブトサルゾウムシ Rhinoncus sibiricus Faust ●
283 ダイコンサルゾウムシ Ceuthorhynchidius albosuturalis (Roelofs) ● ● ●
284 アオバネサルゾウムシ Ceutorhynchus ibukianus Hustache ●
285 カナムグラサルゾウムシ Ceutorhynchus shaowuensis Voss ●
286 カナムグラトゲサルゾウムシ Homorosoma chinense Wagner ● ●
287 フタキボシゾウムシ Lepyrus japonicus Roelofs ●
288 マダラアシゾウムシ Ectatorhinus adamsii Pascoe ●
289 オサゾウムシ科 ニセキクイサビゾウムシ Dryophthoroides sulcatus Roelofs ●
290 ハチ目 ハバチ科 クシヒゲハバチ Cladius pectinicornis (Geoffroy) ●
291 キコシホソハバチ Tenthredo mortivaga Marlatt ● ●
292 ハバチ科の一種 Tenthredinidae sp. ● ● ● ●
293 コマユバチ科 コマユバチ科の一種 Braconidae sp. ● ● ● ●
294 ヒメバチ科 ヒメバチ科の一種 Ichneumonidae sp. ● ● ● ● ●
295 アリガタバチ科 ムカシアリガタバチ Acrepyris japonicus (Yasumatsu) ● ●
296 ツチバチ科 ヒメハラナガツチバチ Campsomeriella (Annulimeris) annulata annulata (Fabricius) ●
297 アリ科 ハリブトシリアゲアリ Crematogaster (Crematogaster) matsumurai matsumurai Forel ● ●
298 キイロシリアゲアリ Crematogaster (Orthocrema) osakensis Forel ●
299 ムネボソアリ Leptothorax congruus F.Smith ●
300 クロヒメアリ Monomorium chinense Santschi ●
301 ヒメアリ Monomorium intrudens F.Smith ● ● ● ● ●
302 ヒラタウロコアリ Pentastruma canina Brown et Boisvert ● ●
303 アミメアリ Pristomyrmex pungens Mayr ● ●
304 トフシアリ Solenopsis japonica Wheeler ● ●
305 トビイロシワアリ Tetramorium caespitum (Linnaeus) ● ● ●
306 ルリアリ Iridomyrmex itoi Forel ●
307 ウメマツオオアリ Camponotus (Myrmamblys) tokioensis Ito ● ●
308 クロヤマアリ Formica (Serviformica) japonica Motschulsky ●
309 トビイロケアリ Lasius (Lasius) niger (Linnaeus) ● ● ● ● ● ● ●
310 カワラケアリ Lasius (Lasius) sakagamii Yamauchi et Hayashida ●
311 アメイロアリ Paratrechina flavipes (F.Smith) ● ● ● ●
312 サクラアリ Paratrechina sakurae (Ito) ●
313 アリ科の一種 Formicidae sp. ● ●
314 ベッコウバチ科 オオモンクロベッコウ Anoplius (Lophopompilus) samariensis (Pallas) ●
315 ベッコウバチ科の一種 Pompilidae sp. ●
316 ドロバチ科 カタグロチビドロバチ Stenodynerus simillimus Sk.Yamane et Gusenleitner ●
317 スズメバチ科 セグロアシナガバチ Polistes jadwigae jadwigae Dalla Torre ● ● ● ●
318 コハナバチ科 アカガネコハナバチ Halictus (Seladonia) aerarius Smith ● ●
319 コハナバチ属の一種 Lasioglossum sp. ● ● ● ●
320 ハキリバチ科 Megachile属の一種 Megachile sp. ●
321 Osmia属の一種 Osmia sp. ●
322 コシブトハナバチ科 シロスジヒゲナガハナバチ Eucera spurcatipes Perez ● ● ● ● ●
323 キオビツヤハナバチ Ceratina (Ceratinidia) flavipes Smith ● ●
324 クマバチ Xylocopa appendiculata circumvolans Smith ● ● ●
325 ミツバチ科 コマルハナバチ Bombus (Pyrobombus) ardens ardens Smith ●
326 ニホンミツバチ Apis cerana Fabricius ●
327 セイヨウミツバチ Apis mellifera Linnaeus ●
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表 事前調査結果（陸上昆虫類）（5） 
No. 目名 科名 種名 学名 St.1-1 St.1-2 St.1-3 St.2 St.3 St.4 St.5
328 シリアゲムシ目 シリアゲムシ科 ヤマトシリアゲ Panorpa japonica Thunberg ● ● ●
329 ハエ目 ガガンボ科 Nephrotoma geminata Nephrotoma geminata Alexander ●
330 キイロホソガガンボ Nephrotoma virgata (Coquillett) ●
331 Tipula属の一種 Tipula sp. ●
332 Antocha属の一種 Antocha sp. ●
333 Limonia属の一種 Limonia sp. ●
334 チョウバエ科 チョウバエ科の一種 Psychodidae sp. ●
335 ユスリカ科 ユスリカ科の一種 Chironomidae sp. ● ● ● ● ● ● ●
336 ニセケバエ科 ニセケバエ科の一種 Scatopsidae sp. ●
337 キノコバエ科 キノコバエ科の一種 Mycetophilidae sp. ● ●
338 ミズアブ科 ハラキンミズアブ Microchrysa flaviventris (Wiedermann) ●
339 コウカアブ Ptecticus tenebrifer (Walker) ●
340 シギアブ科 シギアブ科の一種 Rhagionidae sp. ● ● ● ● ●
341 ムシヒキアブ科 ムシヒキアブ科の一種 Asilidae sp. ● ● ● ●
342 オドリバエ科 オドリバエ科の一種 Empididae sp. ● ● ● ●
343 アシナガバエ科 アシナガバエ科の一種 Dolichopodidae sp. ● ● ● ● ●
344 ヤリバエ科 ヤリバエ科の一種 Lonchopteridae sp. ●
345 ノミバエ科 ノミバエ科の一種 Phoridae sp. ●
346 ハナアブ科 ホソヒラタアブ Episyrphus balteatus (de Geer) ● ● ● ● ● ● ●
347 フタホシヒラタアブ Eupeodes (Metasyrphus) corollae (Fabricius) ● ●
348 ナミホシヒラタアブ Metasyrphus (Metasyrphus) ferquens Matsumura ● ●
349 ホソヒメヒラタアブ Sphaerophoria macrogaster (Thompson) ● ● ● ● ● ●
350 キタヒメヒラタアブ Sphaerophoria philanthus ● ●
351 キイロナミホシヒラタアブ Syrphus vitripennis Meigen ● ●
352 Melanostoma属の一種 Melanostoma sp. ● ● ● ● ● ● ●
353 キアシマメヒラタアブ Paragus (Pandasyophthalmus) haemorrhous Meigen ● ●
354 Eumerus属の一種 Eumerus sp. ● ●
355 シマアシブトハナアブ Mesembrius flavipes Matsumura ●
356 ミバエ科 ヒラヤマアミメケブカミバエ Campiglossa hirayamae (Matsumura) ● ● ● ● ●
357 ヒロクチバエ科 Rivellia属の一種 Rivellia sp. ● ●
358 ヤチバエ科 ヒゲナガヤチバエ Sepedon aenescens Wiedemann ● ● ●
359 ツヤホソバエ科 ヒトテンツヤホソバエ Sepsis monostigma Thomson ●
360 Sepsis属の一種 Sepsis sp. ● ●
361 シマバエ科 ヤブクロシマバエ Minettia (Frendelia) longipennis (Fabricius) ● ●
362 シマバエ科の一種 Lauxaniidae sp. ●
363 キモグリバエ科 キモグリバエ科の一種 Chloropidae sp. ● ●
364 ミギワバエ科 ミギワバエ科の一種 Ephydridae sp. ●
365 ショウジョウバエ科 ショウジョウバエ科の一種 Drosophilidae sp. ●
366 ハナバエ科 ハナバエ科の一種 Anthomyiidae sp. ● ● ● ● ●
367 イエバエ科 トウヨウカトリバエ Lispe orientalis Wiedemann ● ●
368 Lispe属の一種 Lispe sp. ●
369 ヘリグロヒメハナバエ Orchisia costata (Meigen) ● ●
370 イエバエ科の一種 Muscidae sp. ●
371 クロバエ科 ヒロズキンバエ Luculia sericata Meigen ● ●
372 ミドリキンバエ Lucilia illustris Meigen ● ● ●
373 ツマグロキンバエ Stomorhina obsoleta (Wiedemann) ●
374 ニクバエ科 ホンシュウホソニクバエ Goniophyto honshuensis Rohdendorf ●
375 ホリニクバエ Bellieriomima (Bellieriomima) horii (Kano) ●
376 コニクバエ Pierretia (Asiopierretia) ugamskii (Rohdendorf) ● ● ● ●
377 ニクバエ科の一種 Sarcophagidae sp. ● ● ● ● ● ●
378 ヤドリバエ科 ヤドリバエ科の一種 Tachinidae sp. ● ● ●
379 トビケラ目 ヒメトビケラ科 マツイヒメトビケラ Hydroptila matsuii Kobayashi ● ●
380 ヒメトビケラ科の一種 Hydroptilidae sp. ● ● ● ● ●
381 イワトビケラ科 ムネカクトビケラ Ecnomus tenellus (Rambur) ● ● ●
382 クダトビケラ科 ウルマークダトビケラ Psychomyia acutipennis Ulmer ● ● ● ●
383 モリシタクダトビケラ Psychomyia morishitai Tsuda ● ●
384 Psychomyia属の一種 Psychomyia sp. ●
385 シマトビケラ科 コガタシマトビケラ Cheumatopsyche brevilineata Iwata ● ● ● ●
386 ウルマーシマトビケラ Hydropsyche orientalis Martynov ●
387 オオシマトビケラ Macronema radiatum McLachlan ● ● ● ● ●
388 エチゴシマトビケラ Potamyia echigoensis (Tsuda) ● ●
389 ホソバトビケラ科 ホソバトビケラ Molanna (Molanneria) moesta Banks ●
390 ヒゲナガトビケラ科 トゲモチヒゲナガトビケラ Ceraclea alboguttata (Hagen) ● ● ● ●
391 アオヒゲナガトビケラ Mystacides azurea (Linnaeus) ● ● ● ●
392 ヒメセトトビケラ Trichosetodes japonicus Tsuda ● ● ● ● ● ●
393 ヒゲナガトビケラ科の一種 Leptoceridae sp. ●
394 ニンギョウトビケラ科 ニンギョウトビケラ Goera japonica Banks ● ● ● ●
395 カワモトニンギョウトビケラ Goera kawamotonis Kobayashi ●
396 カクツツトビケラ科 Goerodes属の一種 Goerodes sp. ●
397 ケトビケラ科 Gumaga属の一種 Gumaga sp. ●
398 チョウ目 ツヤコガ科 ツヤコガ科の一種 Heliozelidae sp. ●
399 ハマキガ科 シリグロハマキ Archips nigricaudanus (Walsingham) ●
400 ウスアトキハマキ Archips semistrctus (Meyrick) ●
401 ホソバハイイロハマキ Cnephasia cinereipalpana Razowski ●
402 Ancylis属の一種 Ancylis sp. ●
403 Bactra属の一種 Bactra sp. ●
404 スギヒメハマキ Epiblema sugii Kawabe ●
405 ヨツスジヒメシンクイ Grapholita quadristriana Walsingham ●
406 ムモンハイイロヒメハマキ Gypsonoma holocrypta (Meyrick) ●
407 バラシロヒメハマキ Notocelia rosaecolana (Doubleday) ●
408 クローバヒメハマキ Olethreutes doubledayana (Barret) ●
409 Olethreutes属の一種 Olethreutes sp. ●  
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492 Zanclognatha属の一種 Zanclognatha sp. ●
合計 146種 159種 55種 258種 109種 143種 126種14目153科492種

No. 目名 科名 種名 学名 St.1-1 St.1-2 St.1-3 St.2 St.3 St.4 St.5
410 ヤナギサザナミヒメハマキ Saliciphaga acharis (B tler) ●
411 ハマキガ科の一種 Tortricidae sp. ● ● ● ●
412 ハモグリガ科 シャリンバイハモグリガ Lyonetia anthemopa Meyrick ●
413 ホソガ科 クヌギキンモンホソガ Phyllonorycter nipponicella (Issiki) ●
414 ホソガ科の一種 Gracillariidae sp. ●
415 コハモグリガ科 ヤナギコハモグリ Phyllocnistis saligna ( er) ●
416 スガ科 コナガ Plutella xylostella (Linnaeus) ● ● ● ● ● ●
417 ホソハマキモドキガ科 ナミホソハマキモドキ Glyphipterix semiflavana Issiki ●
418 Glyphipterix属の一種 Glyphipterix sp. ●
419 ハマキモドキガ科 ゴボウハマキモドキ Tebenna micalis (Man ●
420 マルハキバガ科 シロスジベニマルハキバガ Promalactis enopisema (Butler) ●
421 クサモグリガ科 クサモグリガ科の一種 Elachistidae sp. ●
422 ツツミノガ科 Coleophora属の一種 Coleophora sp. ●
423 カザリバガ科 マダラトガリホソガ Anatrachyntis japonic roko ●
424 マダラガ科 タケノホソクロバ Balataea funeralis (Butler) ●
425 メイガ科 ヨシツトガ Chilo luteellus (Motschulsky) ●
426 スジツトガ Chilo sacchariphagus stramineellus (Caradja) ●
427 シバツトガ Parapediasia teterrella (Zinchen) ● ● ● ●
428 シロマダラノメイガ Chabula onychinalis (Guenee) ●
429 トガリキノメイガ Demobotys pervulgalis (Hampson) ●
430 ナノメイガ Evergestis forficalis (Linnaeus) ●
431 モンキクロノメイガ Herpetogramma luctuosalis zelleri (Bremer) ●
432 ホシオビホソノメイガ Nomis albopedalis Motschulsky ●
433 ワモンノメイガ Nomophila noctuella (Denis et Schiffermuller) ● ●
434 アワノメイガ Ostrinia furnacalis (Guenee) ● ● ●
435 マエアカスカシノメイガ Palpita nigropunctalis (Bremer) ● ● ●
436 キムジノメイガ Prodasycnemis inornata (Butler) ●
437 クロモンキノメイガ Udea testacea (Butler) ● ●
438 マダラミズメイガ Elophila interuptalis int ptalis (Pryer) ●
439 セセリチョウ科 チャバネセセリ Pelopidas mathias oberthueri Evans ● ●
440 コチャバネセセリ Thoressa varia (Murray) ●
441 アゲハチョウ科 アオスジアゲハ Graphium sarpedon nipp num (Fruhstorfer) ●
442 クロアゲハ本土亜種 Papilio protenor demetrius Stoll ●
443 ナミアゲハ Papilio xuthus Linnaeus ●
444 シロチョウ科 モンキチョウ Colias erate poliographus Motschulsky ● ● ● ●
445 キチョウ Eurema hecabe (Linnaeus) ● ● ● ● ●
446 スジグロシロチョウ Pieris (Artogeia) melete melete Menetries ● ● ●
447 モンシロチョウ Pieris (Artogeia) rapae crucivora Boisduval ● ●
448 シジミチョウ科 ベニシジミ Lycaena phlaeas daimio (Matsumura) ● ● ● ●
449 テングチョウ科 テングチョウ本土亜種 Libythea celtis celtoides Fruhstorfer ●
450 タテハチョウ科 コムラサキ Apatura metis substituta Butler ● ●
451 ツマグロヒョウモン Argyreus hyperbius hyperbius (Linnaeus) ●
452 ヒメアカタテハ Cynthia cardui (Linnaeus) ●
453 コミスジ Neptis sappho intermedia W.B.Pryer ●
454 キタテハ Polygonia c-aureum c-aureum (Linnaeus) ● ● ● ●
455 ジャノメチョウ科 ヒメウラナミジャノメ Ypthima argus Butler ● ● ● ● ● ●
456 シャクガ科 Idaea属の一種 Idaea sp. ● ● ●
457 キナミシロヒメシャク Scopula superior (Bu ●
458 Scopula属の一種 Scopula sp. ●
459 ウスイロトビスジナミシャク Costaconvexa caespi  (Christoph) ●
460 トビスジヒメナミシャク Orthonama obstipata (Fabricius) ● ● ● ●
461 キイロミミモンエダシャク Eilicrinia parvula Wehr ●
462 ナミガタエダシャク Heterarmia charon (Bu ) ● ●
463 ウチムラサキヒメエダシャク Ninodes splendens (Butler) ●
464 ヤガ科 クロクモヤガ Hermonassa cecilia Butler ● ●
465 マメチャイロキヨトウ Aletia consanguis (Guenee) ●
466 クロシタキヨトウ Aletia placida (Butler ●
467 Mythimna属の一種 Mythimna sp. ●
468 シロシタヨトウ Sarcopolia illoba (But ●
469 アオフシラクモヨトウ Antapamea conciliata (Butler) ●
470 テンウスイロヨトウ Athetis dissimilis (Hampson) ● ●
471 フタテンヒメヨトウ Hadjina biguttula (Motschulsky) ●
472 テンオビヨトウ Nonagria turpis Butler ●
473 イネヨトウ Sesamia inferens (Wal ●
474 スジキリヨトウ Spodoptera depravata (Butler) ●
475 アカマエアオリンガ Earias pudicana Staudinger ●
476 シロホソコヤガ Araeopteron flaccida Inoue ●
477 クロモンホソコヤガ Araeopteron kurokoi Inoue ●
478 キマダラコヤガ Emmelia trabealis (Scopoli) ●
479 ヒメネジロコヤガ Maliattha signifera (Walker) ● ●
480 フタオビコヤガ Naranga aenescens Moore ● ●
481 ヨモギコヤガ Phyllophila obliterata Rambur ●
482 ナカグロクチバ Grammodes geometrica (Fabricius) ●
483 キンスジアツバ Colobochyla salicalis (Denis et Schiffermuller) ● ●
484 テンクロアツバ Rivula sericealis (Scopoli) ● ●
485 クロスジヒメアツバ Schrankia costaestrigalis (Stephens) ● ● ●
486 Schrankia属の一種 Schrankia sp. ●
487 ウスキミスジアツバ Herminia arenosa Butl ●
488 トビスジアツバ Herminia tarsicrinalis (Knoch) ● ●
489 オオシラナミアツバ Hipoepa fractalis (Guenee) ● ●
490 ソトウスグロアツバ Hydrillodes repugnalis (Walker) ●
491 ウラジロアツバ Zanclognatha stramentacealis (Bremer) ●
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